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歳入歳出

一 般 会 計 特別会計

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

翌年度繰越財源

実質収支
（翌年度純繰越金）

123億8,181万円

117億9,235万円

5億8,946万円

5,749万円

5億3,196万円

110億2,721万円

27億7,386万円

平成22年度 普通会計

後期高齢者医療 介護保険 住宅新築資金等貸付事業国民健康保険 老人保健H22決算額

115億7,276万円

109億1,965万円

6億5,311万円

2,822万円

6億2,489万円

114億4,055万円

26億　  44万円

8億   905万円

8億7,270万円

△6,365万円

2,927万円

△9,293万円

△4億1,334万円

1億7,342万円

7.0

8.0

△9.7

103.7

△14.9

△3.6

6.7

H21決算額 増減額 増減率(%)

118億1,047万円 124億226万円

決　算 報　告

　

平
成
22
年
度
の
決
算
が
、
平
成
23
年
９
月
定
例
議

会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
20
日
の
本
会
議
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計
画
」

の
５
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都
市
計
画
道
路
千

代
・
粕
屋
線
等
の
主
要
幹
線
や
生
活
道
路
を
整
備
し
、

本
部
分
団
ポ
ン
プ
自
動
車
の
買
い
替
え
、
阿
恵
大
池

公
園
整
備
事
業
に
着
手
し
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
、

粕
屋
東
中
学
校
第
６
期
大
規
模
改
造
工
事
、
仲
原
小

学
校
校
舎
増
築
工
事
に
よ
り
教
育
環
境
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
生
率
が
県
下
で
１
番
高
く
子

育
て
世
代
が
多
い
た
め
、
妊
婦
健
診
補
助
の
拡
充
、

乳
幼
児
医
療
費
支
給
を
扶
助
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
会
員
増
と
と
も
に
拡
充
、
民
設
認
可

保
育
園
の
新
設
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
電

子
自
治
体
の
構
築
及
び
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
を
実

現
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
型
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
全
国
の
地
方
自
治
体
に
先
駆
け
て
開
始
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
決
算
を
基
準
モ
デ
ル
で
の
財

務
４
表
を
作
成
し
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

歳入総額
歳出総額
歳入歳出差引

33億5,359万円

35億1,599万円

△1億6,240万円

678万円

678万円

0円

3億5,874万円

3億4,320万円

1,554万円

16億1,873万円

15億9,690万円

2,183万円

4,091万円

3,858万円

233万円

※ 国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。
※ 介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計。

地方債残高

基金残高

117億9千235万円の主な使いみち

繰越金
使用料及び手数料
諸収入
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

6億5,522万円(5.3%)
3億9,458万円(3.2%)
 1億　915万円(0.9%)

1,327万円(0.1%)
1億2,416万円(1.0%)

56万円(  －  )

地方特例交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
その他交付金

7,097万円(0.6%)
1億   276万円(0.8%)

2,793万円(0.2%)
    3億9,595万円(3.2%)

1,829万円(0.1%)
1,186万円(0.1%)
975万円(0.1%)

自主財源
70億7,243万円
（57.0％）

自主財源
70億7,243万円
（57.0％）

町　税
57億2,276万円
（46.1％）

町　税
57億2,276万円
（46.1％）

繰入金
5,273万円
（0.4％）

繰入金
5,273万円
（0.4％）

その他
12億9,694万円
（10.5％）

その他
12億9,694万円
（10.5％）

歳　入

町　債
10億5,014万円

（8.5％）

町　債
10億5,014万円

（8.5％）

国県支出金
22億5,268万円
（18.2％）

国県支出金
22億5,268万円
（18.2％）

地方交付税
13億8,950万円
（11.2％）

地方交付税
13億8,950万円
（11.2％）

その他
6億3,751万円
（5.1％）

その他
6億3,751万円
（5.1％）

依存財源
53億2,983万円
（43.0％）

依存財源
53億2,983万円
（43.0％）

その他
 27億8,998万円
（23.6％）

その他
 27億8,998万円
（23.6％）

消費的経費 
76億569万円
（64.4％）

消費的経費 
76億569万円
（64.4％）

人件費
17億3,405万円
（14.7％）

人件費
17億3,405万円
（14.7％）

物件費
18億7,820万円
（15.9％）

物件費
18億7,820万円
（15.9％）

補助費等
19億3,743万円
（16.4％）

補助費等
19億3,743万円
（16.4％）

扶助費
19億5,580万円
（16.6％）

扶助費
19億5,580万円
（16.6％）

維持補修費
1億21万円
（0.8％）

投資・出資金及び貸付金
7,178万円
（0.6%）

投資・出資金及び貸付金
7,178万円
（0.6%）

積立金
1億8,440万円
（1.6%）

積立金
1億8,440万円
（1.6%）

普通建設事業費
14億1,480万円
（12.0％）

普通建設事業費
14億1,480万円
（12.0％）

歳　出

公債費
16億6,670万円
（14.1％）

公債費
16億6,670万円
（14.1％）

繰出金
8億6,710万円
（7.3％）

繰出金
8億6,710万円
（7.3％）

投資的経費
14億1,480万円
（12.0％）

投資的経費
14億1,480万円
（12.0％）

仲原小学校校舎増築

現在整備中の阿恵大池公園

拡幅工事後の町道若宮・平原線

◆ 総務費
　  防犯対策費……………………………… 1,282万円
　  東北地方地震災害義援金………………… 460万円
　  地域情報化推進事業費………………… 2,575万円
　  電子自治体構築事業費……………… 1億3,105万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……… 2億6,472万円
　  国民健康保険会計への繰出金……… 2億9,921万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金… 2億3,008万円
　  子ども手当…………………………… 9億6,030万円
　  障害児者福祉費……………………… 3億5,057万円
　  保育所運営費（町立４園、民営2園）
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億3,753万円
　  保育所等整備事業費補助金………… 1億8,757万円
　  乳幼児医療費………………………… 1億3,649万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億5,961万円
　  ごみ収集等委託料…………………… 2億2,448万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費……………………………… 4,004万円
　  中小企業融資預託金…………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良事業費………………………… 7,699万円
　  千代・粕屋線街路建設費……………… 9,615万円
　  交通安全施設整備事業費……………… 2,510万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…… 6億　 57万円
　  駕与丁公園管理費……………………… 4,763万円
　  阿恵大池公園整備事業費…………… 1億7,440万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……… 3億2,712万円
　  消防自動車購入費……………………… 1,532万円
◆ 教育費
　  学童保育費……………………………… 3,452万円
　  仲原小学校校舎増築工事費………… 1億6,577万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費…… 1億3,289万円
　  生涯学習センター運営費……………… 9,741万円
　  図書館運営費…………………………… 9,431万円
　  総合体育館運営費…………………… 1億3,368万円
◆ 公債費
　  公債費……………………………… 16億4,520万円
◆ 諸支出金
　  財政調整基金積立金………………… 1億7,074万円

特定事業の歳入歳出を一般の会計と区別して個別に会計処理しています。

公営企業会計
収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

9億5,946万円
8億3,758万円

42万円
3億1,045万円

水道
事業

地方公営企業法に基づいて独立して事業を行っています。

資本的収入が資本的支出に不足する額3億1,003
万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てん
した。　　

収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

11億6,032万円
10億6,265万円
7億4,902万円
10億4,244万円

流域関連
公共下水道

事業

資本的収入が資本的支出に不足する額2億9,342万円
は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額、引継金及び当年度分損益勘定留保資金で補てん
した。

※決算内訳及び分類は、決算統計に用いた数字です。
※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別
会計の合計です。

※後期高齢者医療広域連合派遣職員に係る人件費を歳入及
び歳出から除いています。

※普通会計内の繰入れ、繰出し（一般、住新）に係る決算
額を歳入及び歳出から除いています。

一 般 会 計
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歳入歳出

一 般 会 計 特別会計

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引

翌年度繰越財源

実質収支
（翌年度純繰越金）

123億8,181万円

117億9,235万円

5億8,946万円

5,749万円

5億3,196万円

110億2,721万円

27億7,386万円

平成22年度 普通会計

後期高齢者医療 介護保険 住宅新築資金等貸付事業国民健康保険 老人保健H22決算額

115億7,276万円

109億1,965万円

6億5,311万円

2,822万円

6億2,489万円

114億4,055万円

26億　  44万円

8億   905万円

8億7,270万円

△6,365万円

2,927万円

△9,293万円

△4億1,334万円

1億7,342万円

7.0

8.0

△9.7

103.7

△14.9

△3.6

6.7

H21決算額 増減額 増減率(%)

118億1,047万円 124億226万円

決　算 報　告

　

平
成
22
年
度
の
決
算
が
、
平
成
23
年
９
月
定
例
議

会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
９
月
20
日
の
本
会
議
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
、
「
第
４
次
粕
屋
町
総
合
計
画
」

の
５
年
次
で
あ
り
、
継
続
事
業
の
都
市
計
画
道
路
千

代
・
粕
屋
線
等
の
主
要
幹
線
や
生
活
道
路
を
整
備
し
、

本
部
分
団
ポ
ン
プ
自
動
車
の
買
い
替
え
、
阿
恵
大
池

公
園
整
備
事
業
に
着
手
し
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
、

粕
屋
東
中
学
校
第
６
期
大
規
模
改
造
工
事
、
仲
原
小

学
校
校
舎
増
築
工
事
に
よ
り
教
育
環
境
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
出
生
率
が
県
下
で
１
番
高
く
子

育
て
世
代
が
多
い
た
め
、
妊
婦
健
診
補
助
の
拡
充
、

乳
幼
児
医
療
費
支
給
を
扶
助
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
会
員
増
と
と
も
に
拡
充
、
民
設
認
可

保
育
園
の
新
設
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
行
政
事
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
電

子
自
治
体
の
構
築
及
び
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
な
ど
を
実

現
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
型
総
合
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
全
国
の
地
方
自
治
体
に
先
駆
け
て
開
始
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
決
算
を
基
準
モ
デ
ル
で
の
財

務
４
表
を
作
成
し
て
公
表
す
る
予
定
で
す
。

歳入総額
歳出総額
歳入歳出差引

33億5,359万円

35億1,599万円

△1億6,240万円

678万円

678万円

0円

3億5,874万円

3億4,320万円

1,554万円

16億1,873万円

15億9,690万円

2,183万円

4,091万円

3,858万円

233万円

※ 国民健康保険特別会計の歳入歳出差引不足額は、翌年度繰上充用金を充てる。
※ 介護保険は、保険事業勘定と介護サービス勘定の合計。

地方債残高

基金残高

117億9千235万円の主な使いみち

繰越金
使用料及び手数料
諸収入
財産収入
分担金及び負担金
寄附金

6億5,522万円(5.3%)
3億9,458万円(3.2%)
 1億　915万円(0.9%)

1,327万円(0.1%)
1億2,416万円(1.0%)

56万円(  －  )

地方特例交付金
地方譲与税
自動車取得税交付金
地方消費税交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
その他交付金

7,097万円(0.6%)
1億   276万円(0.8%)

2,793万円(0.2%)
    3億9,595万円(3.2%)

1,829万円(0.1%)
1,186万円(0.1%)
975万円(0.1%)

自主財源
70億7,243万円
（57.0％）

自主財源
70億7,243万円
（57.0％）

町　税
57億2,276万円
（46.1％）

町　税
57億2,276万円
（46.1％）

繰入金
5,273万円
（0.4％）

繰入金
5,273万円
（0.4％）

その他
12億9,694万円
（10.5％）

その他
12億9,694万円
（10.5％）

歳　入

町　債
10億5,014万円
（8.5％）

町　債
10億5,014万円
（8.5％）

国県支出金
22億5,268万円
（18.2％）

国県支出金
22億5,268万円
（18.2％）

地方交付税
13億8,950万円
（11.2％）

地方交付税
13億8,950万円
（11.2％）

その他
6億3,751万円
（5.1％）

その他
6億3,751万円
（5.1％）

依存財源
53億2,983万円
（43.0％）

依存財源
53億2,983万円
（43.0％）

その他
 27億8,998万円
（23.6％）

その他
 27億8,998万円
（23.6％）

消費的経費 
76億569万円
（64.4％）

消費的経費 
76億569万円
（64.4％）

人件費
17億3,405万円
（14.7％）

人件費
17億3,405万円
（14.7％）

物件費
18億7,820万円
（15.9％）

物件費
18億7,820万円
（15.9％）

補助費等
19億3,743万円
（16.4％）

補助費等
19億3,743万円
（16.4％）

扶助費
19億5,580万円
（16.6％）

扶助費
19億5,580万円
（16.6％）

維持補修費
1億21万円
（0.8％）

投資・出資金及び貸付金
7,178万円
（0.6%）

投資・出資金及び貸付金
7,178万円
（0.6%）

積立金
1億8,440万円
（1.6%）

積立金
1億8,440万円
（1.6%）

普通建設事業費
14億1,480万円
（12.0％）

普通建設事業費
14億1,480万円
（12.0％）

歳　出

公債費
16億6,670万円
（14.1％）

公債費
16億6,670万円
（14.1％）

繰出金
8億6,710万円
（7.3％）

繰出金
8億6,710万円
（7.3％）

投資的経費
14億1,480万円
（12.0％）

投資的経費
14億1,480万円
（12.0％）

仲原小学校校舎増築

現在整備中の阿恵大池公園

拡幅工事後の町道若宮・平原線

◆ 総務費
　  防犯対策費……………………………… 1,282万円
　  東北地方地震災害義援金………………… 460万円
　  地域情報化推進事業費………………… 2,575万円
　  電子自治体構築事業費……………… 1億3,105万円
◆ 民生費
　  介護保険特別会計への繰出金……… 2億6,472万円
　  国民健康保険会計への繰出金……… 2億9,921万円
　  後期高齢者医療療養給付費負担金… 2億3,008万円
　  子ども手当…………………………… 9億6,030万円
　  障害児者福祉費……………………… 3億5,057万円
　  保育所運営費（町立４園、民営2園）
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億3,753万円
　  保育所等整備事業費補助金………… 1億8,757万円
　  乳幼児医療費………………………… 1億3,649万円
◆ 衛生費
　  須恵町外二ヶ町清掃組合への負担金
　　　　　　　　　　　　　  ………… 6億5,961万円
　  ごみ収集等委託料…………………… 2億2,448万円
◆ 農林水産業・商工費
　  農地治水費……………………………… 4,004万円
　  中小企業融資預託金…………………… 2,000万円
◆ 土木費
　  道路改良事業費………………………… 7,699万円
　  千代・粕屋線街路建設費……………… 9,615万円
　  交通安全施設整備事業費……………… 2,510万円
　  下水道事業特別会計への繰出金…… 6億　 57万円
　  駕与丁公園管理費……………………… 4,763万円
　  阿恵大池公園整備事業費…………… 1億7,440万円
◆ 消防費
　  粕屋南部消防組合への負担金……… 3億2,712万円
　  消防自動車購入費……………………… 1,532万円
◆ 教育費
　  学童保育費……………………………… 3,452万円
　  仲原小学校校舎増築工事費………… 1億6,577万円
　  粕屋東中学校大規模改造事業費…… 1億3,289万円
　  生涯学習センター運営費……………… 9,741万円
　  図書館運営費…………………………… 9,431万円
　  総合体育館運営費…………………… 1億3,368万円
◆ 公債費
　  公債費……………………………… 16億4,520万円
◆ 諸支出金
　  財政調整基金積立金………………… 1億7,074万円

特定事業の歳入歳出を一般の会計と区別して個別に会計処理しています。

公営企業会計
収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

9億5,946万円
8億3,758万円

42万円
3億1,045万円

水道
事業

地方公営企業法に基づいて独立して事業を行っています。

資本的収入が資本的支出に不足する額3億1,003
万円は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てん
した。　　

収益的収支

資本的収支

収入
支出
収入
支出

11億6,032万円
10億6,265万円
7億4,902万円

10億4,244万円

流域関連
公共下水道

事業

資本的収入が資本的支出に不足する額2億9,342万円
は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額、引継金及び当年度分損益勘定留保資金で補てん
した。

※決算内訳及び分類は、決算統計に用いた数字です。
※普通会計とは、一般会計と住宅新築資金等貸付事業特別
会計の合計です。

※後期高齢者医療広域連合派遣職員に係る人件費を歳入及
び歳出から除いています。

※普通会計内の繰入れ、繰出し（一般、住新）に係る決算
額を歳入及び歳出から除いています。

一 般 会 計
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150

藤  治三郎さん

若宮区の長  八重子さん

安河内　勢士氏

　９月１日に若宮区の長八重子さん

が百歳の誕生日を迎えられました。

　長さんは、ご家族や看護師さんの

手厚い介護のもと、病院で療養生活

をされています。

　篠﨑町長と西村社会福祉協議会長

が訪問し、お祝いの言葉をかけられ

ますと、おだやかな表情でお礼を述

べられました。

　

教
育
委
員
長
の
安
河
内
勢
士
氏
が

任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月

22
日
付
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
河
内
氏
は
、
平
成
19
年
か
ら
粕

屋
町
の
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
今
回

の
再
任
で
２
期
目
と
な
り
ま
す
。

　

第
１
期
と
同
様
に
、
豊
富
な
海
外

で
の
経
験
や
大
学
講
師
の
実
績
を
活

か
し
て
、
当
町
の
教
育
行
政
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

委　

員　

長　

安
河
内
勢
士

　

委
員
長
代
理　

池
見　

桂
子

　

委　
　
　

員　

井
上　

和
弘

　

委　
　
　

員　

中
前　

美
絵

　

教　

育　

長　

大
塚　

豊

教
育
委
員
会
人
事

藤  治三郎さん（88歳）に高齢者叙勲
　　　　　　「旭日単光章」が伝達されました

　粕屋町議会議員などを歴任し、地域の発展に貢献された藤　治三郎

さん（88歳・内橋一区）が、この度高齢者叙勲の旭日単光章（地方自治

功労）を受章され、９月29日（木）、粕屋町役場町長室で篠﨑町長から

伝達表彰を受けられました。

　高齢者叙勲は、公共のために貢献された

各界の功労者のうち、春秋叙勲で勲章を授

与されていない方で88歳に達した方に授与

されます。

　藤さんは、昭和59年から６年余り粕屋町

行政区長を務められ、その後平成元年４月

に粕屋町議会議員に初当選。以来平成13年

までの間、３期12年の永きにわたり在職され、

高齢者福祉、環境等の町政の発展に尽力され、

その間の地方自治振興への功績が認められ、

平成23年８月１日付で「旭日単光章」を受章

されました。

　篠﨑町長は、「受章、誠におめでとうござ

います。これからも健康に留意され、後進

の指導をお願いします。」と受章をたたえら

れました。



5

　

敬
老
の
日
の
９
月
19
日（
月
・
祝
）、

篠
﨑
町
長
と
粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

の
藤
井
副
所
長
が
今
年
度
百
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
を
、
ま
た
粕
屋
町
住
民

福
祉
部
長
と
介
護
福
祉
課
長
が
百
一

歳
以
上
の
長
寿
者
の
方
を
訪
問
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
大
変
お
元
気
で
訪
問
者
の

お
祝
い
の
言
葉
に
、
笑
顔
で「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
応
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ご
家
族
の
皆
さ
ん
本

当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

百
歳
の
方
に
は
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
銀
杯
と
お
祝
い
状
、
福
岡
県
知
事

か
ら
記
念
品
と
お
祝
い
状
、
町
か
ら

敬
老
祝
金
が
、
百
一
歳
以
上
の
方
に

は
町
か
ら
敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
に
百
歳
以
上
に
な
ら
れ
る

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
お
過
ご
し

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

○
百
五
歳

　

髙
木
ト
シ
ノ
さ
ん（
戸
原
）

　

大
井
手
フ
ミ
さ
ん（
柚
須
）

　

永
田　

二
さ
ん（
若
宮
）

○
百
三
歳

　

渡
邉
三
郎
さ
ん（
駕
輿
丁
）

　

宇
都
宮
ミ
サ
ヲ
さ
ん（
内
橋
三
）

○
百
二
歳

　

山
田
重
兵
衛
さ
ん（
原
町
）

　

中
囿
シ
カ
ノ
さ
ん（
乙
仲
原
西
）

　

西
村
利
記
さ
ん（
江
辻
）

○
百
一
歳

　

竹
田
モ
ゝ
ヱ
さ
ん（
江
辻
）

　

古
賀
ノ
ブ
ヱ
さ
ん（
花
ヶ
浦
）

　

八
尋
壽
鶴
代
さ
ん（
大
隈
）

　

鶴
田
ヤ
ソ
さ
ん（
長
者
原
上
）

○
百
歳

　

八
尋
文
雄
さ
ん（
大
隈
）

　

清
水
松
江
さ
ん（
柚
須
）

　

藤　

ヨ
ネ
さ
ん（
内
橋
一
）

　

長　

ヨ
シ
さ
ん（
戸
原
）

　

長　

八
重
子
さ
ん（
若
宮
）

　

中
野
テ
ツ
さ
ん（
朝
日
）

　

甲
斐
二
雄
さ
ん（
長
者
原
下
）

　

萩
尾
キ
ヌ
さ
ん（
長
者
原
中
）

　

中
野
サ
タ
オ
さ
ん（
花
ヶ
浦
）

長寿者
訪　問

八尋文雄さん清水松江さん藤　ヨネさん長　ヨシさん

長　八重子さん中野テツさん甲斐二雄さん中野サタオさん

八尋壽鶴代さん鶴田ヤソさん 山田重兵衛さん

渡邉三郎さん

宇都宮ミサヲさん

髙木トシノさん大井手フミさん永田　二さん
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10
月
２
日(

日)

、
第
50
回
町

民
運
動
会
を
粕
屋
東
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
２
年
、
雨
天
な
ど
で
中

止
で
し
た
の
で
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
９
月
ま
で
暑
い
日

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、当
日
は
、

絶
好
の
運
動
会
日
和
と
な
り
、

多
く
の
町
民
が
各
種
競
技
に
出

場
し
汗
を
流
し
た
り
、
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
紅
白
対
決
は
除
く
、
表
彰
分
の

み
）

■
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ（
決
勝
）

１
位
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
分
館

２
位
＝
長
戸
分
館

３
位
＝
駕
輿
丁
分
館

■
消
防
団
競
技

▽
１
組

　

１
位
＝
第
11
分
団（
甲
仲
原
区
・

　

駕
輿
丁
区
）

　

２
位
＝
第
２
分
団（
上
大
隈
区
）

　

３
位
＝
本
部
分
団（
粕
屋
町
全
域
）

▽
２
組

　

１
位
＝
第
３
分
団（
江
辻
区
）

　

２
位
＝
第
10
分
団（
乙
仲
原
東
区
・

　
　
　
　

乙
仲
原
西
区
・
阿
恵
区
）

　

３
位
＝
第
９
分
団（
若
宮
区
）

■
メ
デ
ィ
シ
ン
ボ
ー
ル

▽
１
組

　

１
位
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
分
館

▽
２
組

　

１
位
＝
大
隈
分
館

▽
３
組

　

１
位
＝
多
の
津
分
館

■
め
ざ
せ
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

▽
１
組

　

１
位
＝
長
戸
分
館
・
朝
日
分
館
・

　

サ
ン
ラ
イ
フ
分
館（
同
得
点
）

▽
２
組

　

１
位
＝
長
者
原
中
分
館

■
障
害
物
競
走

▽
１
組

　

１
位
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
分
館

▽
２
組

　

１
位
＝
長
者
原
中
分
館

▽
３
組

　

１
位
＝
原
町
分
館

■
分
館
対
抗
リ
レ
ー（
決
勝
）

▽
女
子

　

１
位
＝
花
ヶ
浦
分
館

　

２
位
＝
柚
須
分
館

　

３
位
＝
長
者
原
上
分
館

▽
男
子

　

１
位
＝
花
ヶ
浦
分
館

　

２
位
＝
柚
須
分
館

　

３
位
＝
長
戸
分
館

秋空のもと、町民運動会を開催秋空のもと、町民運動会を開催
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中学校卒業前までのお子さんを持つ方へ

１０月から「子ども手当」が変わりました
申請をお忘れなく！！

１０月から「子ども手当」が変わりました
申請をお忘れなく！！

（これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全ての方が申請が必要です。）

10月分からの支給額は以下のように変わっています。

【手当の月額】（平成２３年１０月分～平成２４年３月分）
　・0歳～3歳未満 ：15,000円（一律）
　・3歳～小学校修了前 ：10,000円（第3子以降は15,000円）
　・中  学   生 ：10,000円（一律）
　※10月分～1月分の手当は平成24年2月に、2月・3月分の手当は平成24年6月に支払われます。

今まで対象となっていた方でも、10月から対象とならない場合があります。
詳しくは、「一問一答」をご覧ください。

10月分からの子ども手当を受け取るためには、支給対象となるかどうかの
審査が必要です。これまで受け取っていた方へは、１０月に申請書を送付して
おりますので、１１月末までに粕屋町役場総合窓口課へ提出をお願いします。
（※公務員の方は勤務先へ申請）

申 請 が
必要です

平成24年3月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受け取ることができます。

ご注意ください！

以下の方は速やかに申請してください。
（3月までに申請してもさかのぼって受け取れません。）

・10月以降に他の市町村へ転居した方　・10月以降にお子さんが生まれた方
10月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日（転出予定日）の次の日から、 10月以降にお子さんが
生まれた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて15日を経過するまでに必ず申請してください。

●問合せ　粕屋町総合窓口課　子ども手当担当　☎９３８－０２１５

Q 1　どうして現在子ども手当を受給している人も申請をするのですか？
A 1　　新しい法律により支給要件などの変更が行われたことから、改めて支給の対象となるかどうかを確認する

必要があるからです。
　　　　なお、今までの子ども手当や児童手当は、毎年6月に「現況届」の提出が必要でしたが、平成23年6月は提出

を求めず、受給者の方の負担軽減を図っていたこともあり、今回、支給対象となるお子さんを持つ全ての方か
ら申請をしていただくことになりましたので、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

Q 2　子どもが海外に住んでいる場合は子ども手当をもらえないのですか？
A 2　　お子さんが海外に住んでいる場合は、原則として子ども手当を受け取ることはできません。
　　　　ただし、お子さんが海外の学校に留学している方は、子ども手当を受け取ることができる場合があります。
Q 3　子どもが児童養護施設などに入所している場合は、子ども手当はもらえますか？
A 3　　お子さんが児童養護施設などに入所している場合は、原則として入所している施設の設置者などが子ども

手当を受け取ることになります。
Q 4　保育料や学校給食費などを子ども手当から差し引くということを聞きましたが？
A 4　　10月からは、子ども手当から保育料を差し引くことが可能となります。
　　　　また、同意していただいた方については、学校給食費などを差し引いて子ども手当を支給することができ

るようになります。

子ども手当　一問一答
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11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
の
1
週

間
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
防
火
防
災
に
関
す

る
正
し
い
知
識
と
防
災
行
動
力
を
高

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
火
災

の
発
生
・
拡
大
を
防
止
し
、
尊
い
生

命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
立
入
検

査
、
消
防
演
習
な
ど
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防
火
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内

全
域
に
わ
た
り
消
防
署
・
消
防
団

で
は
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回

広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前

７
時
と
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を

１
回
鳴
ら
し
ま
す
。

　
　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
ろ
う
!!

「
全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動
」が
始
ま
り
ま
す
。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

A
さ
ん
の
場
合

　
今
日
は
○
○
病
院
へ
通
院
予
定
。

朝
の
受
付
は
混
ん
で
い
る
し
、
家
族

は
仕
事
へ
行
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
救
急
車
な
ら
１
番
に
診
て
も
ら

え
る
し
タ
ダ
な
の
で
救
急
車
を
呼
び

○
○
病
院
へ
搬
送
を
依
頼
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
○
○
病
院
の
救
急
外
来
は

別
の
救
急
車
の
搬
入
で
受
入
を
拒
否
。

A
さ
ん
は
○
○
病
院
を
懇
願
し
ま
し

た
が
、
別
の
△
△
病
院
へ
搬
送
さ
れ
、

診
察
後
タ
ク
シ
ー
で
○
○
病
院
へ
行

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

B
さ
ん
の
場
合

　
朝
仕
事
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
急

に
倒
れ
救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
が
、

救
急
車
が
到
着
時
に
は
意
識
も
回
復

し
自
分
で
近
く
の
病
院
へ
行
こ
う
と

し
ま
し
た
。
救
急
隊
員
か
ら
脳
神
経

外
科
の
専
門
病
院
へ
と
説
得
さ
れ
、

家
か
ら
離
れ
た
×
×
病
院
へ
搬
送
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
脳
梗
塞
で
、
早
い

処
置
の
お
か
げ
で
後
遺
症
も
無
く
退

院
で
き
ま
し
た
。

　
救
急
車
は
緊
急
自
動
車
で
す
。
掛

か
り
付
け
病
院
な
ど
の
配
慮
は
い
た

し
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
適
切
な
病

院
へ
搬
送
す
る
の
が
目
的
で
す
。
ま

た
搬
送
先
は
救
急
外
来
で
救
急
専
門

医
の
診
察
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
外
来
が
患
者
で
一
杯
の
場
合
は
、

救
急
搬
送
中
に
ほ
か
の
病
院
を
手
配

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
（
風
邪
・
発
熱
な

ど
）
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、

自
家
用
車
・
タ
ク
シ
ー
・
公
共
交
通

機
関
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の

状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病
院
へ
連

れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
っ
た

と
き
に
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
統
一
標
語

　
　
消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で
　
も
う
一
度

２
　
実
施
機
関

　
　
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
、

　
　
南
部
消
防
署
、
中
部
消
防
署
、

　
　
志
免
町
・
宇
美
町
・
須
恵
町
・

　
　
粕
屋
町
・
篠
栗
町
・

　
　
久
山
町
の
各
消
防
団
、

　
　
粕
屋
南
部
地
域
防
災
協
会

●寝たばこは、絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
●ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器などを設置する。
●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

今
、救
急
患
者
が
危
な
い
!!

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
で
、

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
重
症
者
へ
の
救
急
出
場
が
遅
れ
、

救
え
る
は
ず
の
命
が
救
え
な
く
な
り
ま
す
。
　

　緊
急
性
の
な
い
理
由
で
救
急
車
を
呼
ば
な
い
で
…
…
。

あなたと家族の命を守る!!

つけましたか？

住宅用
火災警報器

福岡県内においては平成
21年6月1日から全ての住
宅に住宅用火災警報器の設
置が義務付けられています
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173

○　非行者率　－　全国ワースト３位（平成20年まで福岡県は６年連続で全国ワースト１位）
　　※　非行者率～10歳から19歳までの少年人口1,000人あたりに刑法犯少年が占める割合
○　シンナー乱用で検挙補導された少年　－　11年連続で福岡県は全国ワースト１位

　福岡県の少年非行は、全国でも最下位の状況を継続中です。
　数年前、少年院を訪問した際、売店で販売していた便箋の裏表紙に「わが子を非行化させる秘訣20
ヶ条」と掲載された条文に忘れられないほど深く感動を受けました。
　これは、ある問題の解決にあたって問題設定の枠に従って考えること（垂直思考）を離れて、自由に
思った色々な角度から考えをめぐらして、手掛りを得ようとするイギリスのエドワード・デボノ氏が唱えた
思考法（水平思考）で、アメリカのデンバー少年裁判所が「子どもを悪くする法」というものを発表して、
世の親たちに警告を発した20ヶ条（逆説的子育て論）でした。

 1　幼いときから冷たくあしらうべし。スキンシップとか遊びあいては禁物である。
 2　欲しいといえば何でも買い与えること。うるさく細かく親の思うまま世話を焼くこと。
 3　子どもの間違いや失敗は、理由を問わずに叱りとばす。ひっぱたくことはいっそうよろしい。
 4　しつけと教育の責任は保育園や学校にまかせっきりにすること。
 5　お小遣いが欲しいといったら、それが必要なものと分かっていても必ず小言を言って渡すこと。
 6　子どもとの約束は必ず忘れること。もし子どもが思い出しても断固として黙殺すること。
 7　食卓のだんらんは家庭から一掃すべし。子どもの話題や関心などは他愛がない。
 8　子どもがどこで何をして遊ぼうが気にしない。遊び相手についても全く気にしないこと。
 9　子どもには命令あるのみで、絶対服従を強いること。子どもの人格や主体性など認める必要ない。
10　できの良い兄弟やよその子と比較し、お前はバカだ、誰々を見習え！を連発すること。
11　客が帰った後、必ず客のあらさがしをして客の悪口を言うこと。
12　問題解決は、暴力に訴えるか集団の実力を悪用するのが早いことを子どもに示すこと。　　
13　子どもが良いことや努力をしてもほめず、悪事をうまくやったら忘れずにほめること。　
14　子どもの前で決して夫婦間の意見を一致させない。父親は難しい問題からうまく逃げるに限る。
15　子どもの異性友達は、みだらなものと想像して口汚くののしること。
16　子どもに払った苦労や犠牲について繰り返し言って聞かせ、恩にきせること。
17　お金こそが人生の最高の目標である事を身をもって教え込み宗教や精神生活を軽蔑させること。
18　法律や警察、役所の悪口を言い、社会の決まりや公共機関への敵意を植えつけること。
19　社会や人の為の犠牲や奉仕などはせず、常に自分の事だけを考えるように教えること。
20　もし、以上のすべてを守れなくても次の一つだけを心がけるならば、あなたの子どもの非行は、
　　 効率よく進むだろう。

　便箋に掲載されていた条項の語句などと多少の異なりもありますが、親が子どもを虐待し、成長した
子が親を殺害するという事件が増加している昨今、少年の非行を減少させ「ワースト●●●」の汚名を
返上するためにも、「わが子を非行化させる秘訣20ヶ条」の逆のことを実践して子どもに関心を持ち、家庭
において親子の対話を深めて規範意識を醸成し、少年の非行化防止に努めましょう。

福岡県の少年非行状況（平成22年中）

わが子を非行化させる秘訣20ヶ条

“いつも夫婦仲悪く暮らし、憎しみ合い、出来れば不貞をはたらくこと”

（統計資料等福岡県警察提供）



10

　平成２３年８月１０日に『国民年金及び企業年金等による高齢期における

所得の確保を支援するための国民年金法等の一部を改正する法律（年金確

保支援法）』が公布されました。

　その中の「納付期間の延長（後納納付制度）」について説明します。

「年金確保支援法」が公布されました。「年金確保支援法」が公布されました。

「後納納付制度」とは・・・

　現在、国民年金保険料が納付できる期間は２年以内となっていますが、将来の無年金、

低年金の発生を防止し、高齢期における所得の確保をより一層支援する観点から、平成

２４年秋（予定）から３年間に限り、納付可能期間を１０年に延長するものです。

　ただし、６５歳未満で年金受給中の方は基本的に対象となりません。

よくある質問（Ｑ＆Ａ）

Ｑ１　１０年前の保険料が払えるって聞きましたが？

Ａ１　国民年金に加入していた期間で納付済・免除期間を除く２年を経過した期間について、
１０年間以内の期間の納付ができることになりました。　　　

　　  １０年間支払える期間とは、平成２４年１０月から開始された場合、平成１４年１０月分
以降の期間となります。

　　　また、後納納付制度は、古い期間から順番に納付していただきます。

Ｑ２　これからずっと１０年前の分が納付できるの？

Ａ２　後納納付制度は、法律が施行されてから、３年間に限り実施されますので、その間に「お
申し込み」から「お支払い」までを行っていただくことになります。（付加保険料は対象と
なりません。）

　　　また、平成２４年度にお申し込みの場合、平成２１年度分以前の保険料は、当時の金額
に「加算額」を加えてお支払いただくことになります。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金

化
・
金
貨
金
融
１
１
０
番

●
日
時　

11
月
20
日(

日) 　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
内
容　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利

用
さ
せ
無
価
値
の
商
品
を
法
外
な

金
額
で
購
入
さ
せ
る
業
者
、
金
貨

の
売
買
を
仮
装
し
て
暴
利
の
融
資

を
行
う
業
者
の
被
害
、
そ
の
他
多

重
債
務
の
お
悩
み
に
関
し
て
司
法

書
士
が
無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
相
談
電
話
番
号

　

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

●
主
催　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協

議
会

　

こ
の
ほ
か
、
通
年「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金　

無
料
電
話
相
談
」

を
次
の
と
お
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後

６
時
〜
午
後
８
時（
祝
日
を
除
く
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎（
７
２
４
）９
５
０
５
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　健康かすや21活動は、生活習慣病予防を目指しています。活動チームは、食・運動・禁煙・甘味飲
料チームと、生活習慣改善に関係深いチームとなっています。
　今月は、健康かすや21の活動を知っていただくとともに、ぜひ、生活習慣病予防のための特定健診・
特定保健指導の受診をおすすめします。

11月の健康かすや21　活動予定
11/6：町民文化祭ステージ発表　11/13：歩け歩け運動大会・仲原小フェスタ・大川小祭り
11/21-12/3：健康かすや21週間（役場町民ホールのほか、町内数か所にて展示をします）

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎９３８ー０２５８
●HPアドレス　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/kurashi/kenko/zoshin/index.html

健康かすや21キャンペーンチーム

H25年度までの目標：健康かすや21の認知度があがる

　メタボリックシンドロームをご存じですか。数年前、メタボ、メタボ・・・と流行りましたね。今回はメタ
ボリックと特定健診のお話です。
　メタボリックシンドロームとは、腹囲が大きいことに加え、脂質異常（中性脂肪やコレステロール）や血糖
異常、血圧異常のうち２つ以上をあわせもった状態をいいます。メタボ予備軍は、腹囲が大きいことと上
記１つ以上が当てはまる状態をいいます。
　検査項目の異常値がそれぞれはまだ軽い状態でも、いくつか重なり合うことで動脈硬化が進行し、心筋
梗塞や脳梗塞を引き起こす危険性が高くなります。
　平成21年度の粕屋町の国保特定健診受診者1,747名のうち、メタボリックシンドローム該当者は、243
名（約14％）・予備軍209名（約12％）でした。

　　
　毎日の生活の中では、脂質異常や血糖の異常に気付くことはありません。それは、自覚症状がないとい
うことが要因の一つだと思われますが、健診は、ご自身の体の状態を知るためのものです。「痛くなったら
病院に行くから・・」という理由で健診を受けていない方。痛くなった時は、症状が進行している状態です。
　ぜひ、自覚症状がない時期から特定健診を受けて、脂質異常や血糖などの自分の健康状態を知りましょう。
　心筋梗塞や脳梗塞で手術や入院をする危険性や医療費のこと、その後の後遺症の可能性を考えれば、健
診を受けて心筋梗塞や脳梗塞など生活習慣病の予防をしませんか。特定健診を受けていただいた後は、保
健師が生活習慣病予防のサポートをさせていただきます。
　　
＊　国民健康保険にご加入の40歳から74歳までの方は、医療機関又は健康センター（12月5日・6日）で
特定健診を受けることができます。（要予約）

＊　国民健康保険以外の保険に加入の40歳～74歳までの方は、今年度から、健康センターで特定健診を
受けていただくことができます。（要予約）

　　
●申込み　粕屋町健康づくり課健康推進係（健康センター） ☎938－0258

特定健診の受診はお済みですか？特定健診の受診はお済みですか？

①　脂質異常：中性脂肪150㎎/dl以上又は
　　　　　　　HDLコレステロール40㎎/dl未満
②　血糖：空腹時血糖110㎎/dl以上
③　血圧：収縮期130㎜Hg以上又は拡張期85㎜Hg以上

腹囲：
男性85cm

　　　女性90cm

【メタボリックシンドローム診断基準】

＋

＊　腹囲が基準以上で①～③に２つ以上該当する→メタボリック該当
＊　腹囲が基準以上で①～③に１つ以上該当する→メタボ予備軍
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特定保健指導の受診をおすすめします。

11月の健康かすや21　活動予定
11/6：町民文化祭ステージ発表　11/13：歩け歩け運動大会・仲原小フェスタ・大川小祭り
11/21-12/3：健康かすや21週間（役場町民ホールのほか、町内数か所にて展示をします）

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎９３８ー０２５８
●HPアドレス　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/kurashi/kenko/zoshin/index.html

健康かすや21キャンペーンチーム

H25年度までの目標：健康かすや21の認知度があがる

　メタボリックシンドロームをご存じですか。数年前、メタボ、メタボ・・・と流行りましたね。今回はメタ
ボリックと特定健診のお話です。
　メタボリックシンドロームとは、腹囲が大きいことに加え、脂質異常（中性脂肪やコレステロール）や血糖
異常、血圧異常のうち２つ以上をあわせもった状態をいいます。メタボ予備軍は、腹囲が大きいことと上
記１つ以上が当てはまる状態をいいます。
　検査項目の異常値がそれぞれはまだ軽い状態でも、いくつか重なり合うことで動脈硬化が進行し、心筋
梗塞や脳梗塞を引き起こす危険性が高くなります。
　平成21年度の粕屋町の国保特定健診受診者1,747名のうち、メタボリックシンドローム該当者は、243
名（約14％）・予備軍209名（約12％）でした。

　　
　毎日の生活の中では、脂質異常や血糖の異常に気付くことはありません。それは、自覚症状がないとい
うことが要因の一つだと思われますが、健診は、ご自身の体の状態を知るためのものです。「痛くなったら
病院に行くから・・」という理由で健診を受けていない方。痛くなった時は、症状が進行している状態です。
　ぜひ、自覚症状がない時期から特定健診を受けて、脂質異常や血糖などの自分の健康状態を知りましょう。
　心筋梗塞や脳梗塞で手術や入院をする危険性や医療費のこと、その後の後遺症の可能性を考えれば、健
診を受けて心筋梗塞や脳梗塞など生活習慣病の予防をしませんか。特定健診を受けていただいた後は、保
健師が生活習慣病予防のサポートをさせていただきます。
　　
＊　国民健康保険にご加入の40歳から74歳までの方は、医療機関又は健康センター（12月5日・6日）で
特定健診を受けることができます。（要予約）

＊　国民健康保険以外の保険に加入の40歳～74歳までの方は、今年度から、健康センターで特定健診を
受けていただくことができます。（要予約）

　　
●申込み　粕屋町健康づくり課健康推進係（健康センター） ☎938－0258

特定健診の受診はお済みですか？特定健診の受診はお済みですか？

①　脂質異常：中性脂肪150㎎/dl以上又は
　　　　　　　HDLコレステロール40㎎/dl未満
②　血糖：空腹時血糖110㎎/dl以上
③　血圧：収縮期130㎜Hg以上又は拡張期85㎜Hg以上

腹囲：
男性85cm

　　　女性90cm

【メタボリックシンドローム診断基準】

＋

＊　腹囲が基準以上で①～③に２つ以上該当する→メタボリック該当
＊　腹囲が基準以上で①～③に１つ以上該当する→メタボ予備軍
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～ストレッチで運動効果アップ～

　

かすやドームで楽しく運動してみませんか
・かすやドームは体育館、プール、トレーニング室などの施設があります。
・トレーニング室をはじめてご利用する際は初回講習会の受講が必要です。

★施設利用料(2時間）
・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児

かすやドームで企画
されたコーナーです。

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）
 http://www.kasuyadome-sc.jp

■体育館　平日 １０：００～２２：００
　　　　　土・日・祝日 　９：００～２１：００
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　土・日・祝日 １０：００～１９：３０

営業時間

11月の営業についてのお知らせ
　プール（土日祝）の閉館時間が変わります（H24年3月末まで）
　　　　20：30⇒19：30（19：15まで遊泳可能）
　休館日は毎週月曜日　祝日は営業しています。

室内用シューズと
トレーニングウェア
が必要

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

★トレーニング初回講習会　開催時間

　これからの季節、次第に寒くなります。
　筋肉が固まった状態での運動は効果が少なくなるので、ウォーミ
　ングアップやストレッチを行い運動効果を高めませんか。下半身
　のストレッチはむくみの解消にも効果的です。
●ストレッチの効果
　・筋肉の柔軟性の向上・関節可動域の改善・心身のリラックスなど
★まずはウォーミングアップをしてから
　・ストレッチの前に軽い運動を10分程度行い、筋肉を温めてから
　  ストレッチを行うとさらに効果アップです。

こどもスポーツ(対象：小学生)

こども水泳教室（継続の方のみ）
　幼児教室　こども体操教室　一斉受付

第4期　テニス教室（水曜・木曜開催）
　申込受付開始　
　　　継続の方　11月2日（水） 12：00～
　　　新規の方　11月6日（日） 10：00～
　
　大人テニス教室　全8回 10,000円（高校生以上）
　こども・幼児テニス教室　全8回 8,000円（幼稚園年中組～）

トレーニング室

・25ｍ×７レーン（屋内温水プール）
・幼児プール・歩行コースプールアリーナ

エクササイズスタジオ(軽体操室)

日程など詳細は、館内チラシなどでご確認ください。

◎こども100円スポーツ ( 火・水・金曜実施）17：00～18：00
　　1回 100円で参加できるスポーツ教室です。
　　火曜…　女子（全学年）が対象
　　水曜…　全学年（男女）が対象
　　金曜…　低学年（男女）が対象
　
◎ステージ制 ( 月会費制 1,000円～2,000円 / 月 )
　　実施種目：バレーボール・フットサル・ハンドボール

◎ブラジリアン柔術 ( 月会費制　月4回の時3,000円 )
　　日時：毎週金曜　17：30～18：50　　場所：武道場

バレーボール

フットサル

ハンドボール

火
17:00～
木
※1
水

16:30～

火
17:30～
火

17:30～
水・金
17:30～

ステージ1 ステージ2 ステージ3

木
18:00～
水・金
18:00～

※1…1年生（16:30～）　2年生以上（17:00～）

トレーニング室では、エアロバイクやリ
カンベント（写真右）などで体を動かし筋
肉を温めてからストレッチをすることを
勧めています。ストレッチコーナーでは、
肩、腰、股関節など各部位の正しいストレ
ッチの方法を写真つきで掲示しています。

トレーニング室は高校生から利用できます。
はじめてのご利用には初回講習会の受講が
必要となります。講習会は毎日4回開催し
ています。

スタジオレッスンでは、最初に軽めのウォーミングアップを行
いストレッチをしていくことで運動効果を高めています。
・14：00からのレッスン紹介（他にもいろいろ開催しています）
 ○火曜日　燃焼エアロ（60分）　○木曜日　ピラティス（60分）
 ○金・土・日曜日　ウォーキングエアロ（40分）

スタジオレッスンは高校生以上から参加で
きます。
施設利用料＋200～400円で受講できます。
ヨガ、ピラティス、エアロビクスなど、楽
しく運動ができるレッスンを多数開催して
います。

★プール利用料＋300円・400円で受講できるレッスンもあり
　ます。
・プールサイド・ヨガ＆ストレッチ（プール利用料＋300円）
　毎週火曜日　10：30～（30分）
　プールでは唯一水着でなくても参加できるレッスンです。
　温かいプールサイドでヨガ＆ストレッチを行うことで、柔軟
　性UPにもさらに効果的です。運動前にもおススメのレッス
　ンです。

かすやドームのプールは温水プール（水温
約30℃）で、メインの25ｍプールは7コー
スあり、歩行専用コースや自由遊泳コース
などがあります。
体を温めるためのジェットプール（約38
℃）や採暖室（約60～70℃）など快適にご
利用できます。

★そのほかにも、さまざまなレッスンがあります。
　詳しくは館内チラシ・お電話などでご確認ください。

秋短期教室（全4回 3,000円）＆第3期（1月～全10回 7,000円）
　申込受付開始　11月12日（土） 9：00～
　（子供水泳教室のみ：新規の方は11月15日（火）13：00～）
　
　・子供水泳教室
　　くらげクラス（幼児～小学1年生）
　　めだかクラス（小学生）　いるかクラス（小学生）
　・幼児教室
　　体操教室　鉄棒教室　ミニサッカー教室　ハンドボール教室
　　（＊ハンドボール教室の短期教室は開催いたしません）　
　
＊対象となる幼児　H19年4月1日以前にお生まれの未就学児。
＊各教室の詳細は館内チラシなどでご確認ください。

★クール制教室受付開始日案内★

11月の種目：
　バドミントン
　マラソン＋かけっこ
　投げる、蹴る種目



13

11月の催し物
開催日 会場催 事 名

12月の催し物
開催日 会場催 事 名

13
日
(日)

27
日
(日)

4
日
(日)

10
日
(土)

11
日
(日)

18
日
(日)

25
日
(日)

23
日
(金)
・
(祝)

24
日
(土)

13
日
(日)

12
日
(土)

3
日
(木)
・
(祝)

6
日
(日)
〜

5
日
(土)

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00

●ホームページアドレス　　11月7日（月）は休館日です。
　http：//www.town.kasuya.fukuoka.jp/chiiki/shisetsu/bunka/sunlake/index.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
　中止することがあります。あらかじめご了承ください。

11月10日(木)　13:30 ～
＜出演＞ハーモニカ風の会

フロアコンサートは２階ラウンジにて開催する
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。

12月25日(日)　さくらホール

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

English Festival
午前の部　開場 10：00　開演 10：30

問合せ　セイハ英語学院
☎263-5201・☎090-6423-8438

粕屋町文化祭

かすや子どもの日

ミニ四駆レースＬＭＥ杯
問合せ　☎090-7150-7537 山下

開場 14：30　開演 15：00

博多高等学校吹奏楽部
定期演奏会

午後の部　開場 14：00　開演 14：30

☎681-0331
問合せ　博多高等学校

開場 9：00　開演 9：30
菊声会歌謡教室発表会

問合せ　☎938-5242 石橋

11：00～15：00
問合せ　子ども未来課
☎938-0214

わ っしょいフェスタ

DO  O組の美しいハーモニーと名作の主人公たちの
すてきなステージにご期待ください。

1月14･15日(土、日)　さくらホール
スタインウェイを弾こう

世界のプロが認める“スタインウェイ”を演奏してみませんか。
個人演奏に限らず、楽器を持ち込んでのアンサンブル練習にも
おすすめです。

利用料:町内 ￥1,000/1時間　
　　　 町外 ￥1,500/1時間
　　　　　  ※(1人2時間まで)

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

定員となり次第、締め切りとさせていただきます。

※ピアノ教室でのご利用はご遠慮ください。

午前の部
開場 10:30　開演 11:00

午後の部
開場 13:30　開演 14:00

全席
自由

前売　大人￥400 こども￥100※
当日　大人￥600 こども￥200※

サンレイク受付にて
好評発売中

※こども料金は、3歳以上12歳(小学生)以下とさせていただきます。

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※3歳未満は無料。ただしお座席を確保される場合はこども料金を頂きます。

ハーブ＆アロマ講座～香りのある生活～

日　程:平成24年 1/12、1/26、2/9、2/23、 3/8、3/22(全6回)
時　間:10:00～12:00（1時間半程度）

定　員:12名程度

材料費:毎回￥1,000前後

場　所:サンレイクかすや　研修室1

参加料:￥6,000(全6回分　初回一括・前納となります。)　

※定員になり次第、締め切りとさせていただきます。
サンレイクかすや窓口にて受付中

講　師：花嶋　夕子（ハーブコーディネーター、ハーブ学習指導員）

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

ハーブやアロマを利用して少しだけおしゃれな、
香りのある生活を楽しんでみませんか。

11月15日よりサンレイクかすや窓口にて受付開始

深山喜公幸会 おさらい会

おさらい会

問合せ　翔バレエスタジオ
☎080-2721-3160

X'masコンサート

問合せ　なみ音楽教室
☎938-6331

開会　13:30

第32回
粕屋町人権を尊重する町民のつどい

問合せ　粕屋町社会教育課
☎938-1410

開演　10：00
問合せ　深山喜公幸会本部
☎090-9567-0125

音楽発表会
開場 9：15　開演 9：30

問合せ　わかば保育園
☎939-6111

ピアノ発表会
問合せ 竹山☎621-8502

開場 13：30　開演 14：00

開演 13：00

たくさんのご来場をお待ちしております。
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他
の

団
体
へ
の
参
加
に
積
極
的
に
協
力
し

て
お
り
、
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
自

分
に
合
っ
た
唄
い
方
、
自
分
に
合
っ

た
歌
唱
力
こ
そ
一
番
大
事
な
こ
と
だ

と
先
生
は
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
い
か
が
で
す
か
一
度
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

●
場
所
　
長
者
原
中
区
公
民
館

●
練
習
日
　
第
一
・
第
二
日
曜
日

　「
あ
の
高
飛
車
な
態
度…

…

」「
駒

が
足
り
な
い…

…

」「
い
よ
い
よ
、
優

勝
に
王
手
が
か
か
っ
た…

…

」
と
い

う
言
い
回
し
は
、
将
棋
が
普
段
の
生

活
に
い
か
に

溶
け
込
ん
で

い
る
か
の
証

で
す
。
お
爺

ち
ゃ
ん
か
ら

孫
へ
、
ま
た

そ
の
友
達
へ

と
広
が
っ
て

い
っ
た
将
棋
で
す
が
、
最
近
は
ゲ
ー

ム
機
の
影
響
か
寂
し
い
限
り
で
す
。

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
駒
の
動
か
し

方
さ
え
覚
え
れ
ば
相
手
を
詰
ま
す
方

法
を
考
え
る
。

　
こ
の
考
え
る
こ
と
が
千
差
万
別
、

奥
深
く
知
的
な
遊
び
で
す
。
例
会
で

適
当
な
相
手
を
見
つ
け
て
指
し
、
年

６
回
の
部
内
大
会
と
年
１
回
の
町
民

大
会
で
は
、
ク
ラ
ス
別
に
優
勝
を
か

け
て
戦
い
ま
す
。

　
下
手
は
下
手
な
り
に
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上
手
な
人
は
一

段
と
腕
を
磨
き
、
時
に
は
初
級
者
を

指
導
し
ま
す
。

　
将
棋
会
に
は
小
学
５
年
生
か
ら
将

棋
を
始
め
、
福
岡
県
代
表
と
な
り
、

天
童
市
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
で
ベ

ス
ト
16
に
入
る
中
学
生
が
い
ま
す
。

　
小
学
校
高
学
年
で
興
味
の
あ
る
子

ど
も
さ
ん
か
、
お
孫
さ
ん
の
お
ら
れ

る
方
、
一
緒
に
指
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

●
練
習
日
　
第
一
・
第
三
日
曜
日

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
和
室
２

●
入
会
金
　
１
、
０
０
０
円

●
会
費
　
半
年
　
４
、
０
０
０
円

　（
中
学
生
以
下
半
額
）

●
連
絡
先
　
☎（
９
３
８
）
８
７
０
９

　
稲
葉

●
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　

　
　
　
　
時
間
内
参
加
自
由

●
連
絡
先
　
会
長
　
阿
部
　
晴
美

　
☎（
６
８
２
）
６
０
６
８

　
世
話
人
　
森
本
　
進

　
☎（
９
３
８
）
４
９
６
２

　
講
師
　
鈴
木
　
国
夫

　
☎（
９
３
８
）
３
５
４
０

福岡１ブロック芸分のつどい
　○開催日　11月20日（日）　○場所　そぴあしんぐう
糟屋地区美術展
　○開催期間　11月９日（水）～15日（火）
　○場　　所　リーパスプラザ（古賀市民体育館）

す
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

11 が つ は、休館日です。

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

6

13

20

27

5

12

19

26
振替休館日

振替休館日

No.137

11月12日（土）

『さよなら、アルマ』

　今年も11月12日（土）、13日（日）の2日間にわたって映画祭を開催いたします。
　会場は粕屋フォーラム2階、視聴覚室。参加は無料、事前のお申込みは不要です。お気軽にご参加ください。

◇あかちゃん向け 18 日（第 3金曜日）（4日は休館日です）
 11:00～／ 11:30～（二部制です）
◇ちいさい子向け 11 日・25日（第 2・4金曜日）
 11:00～／ 11:30～（二部制です）
◇おおきい子向け 5 日・12日・19日・26日（毎週土曜日）
 11:00～
◇小学生向け 6 日・20日（第 1・3日曜日）
 15:00～
●場所：おはなしの部屋

●日　時　11月 20日（日）　14：00～15：30
●テーマ　「漢方の考え方」　～陰陽・気・血・水・五臓六腑～
●講　師　平田　道彦　氏
●場　所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
●定　員　50名
※申込不要、入場無料です。お気軽にご参加ください。

雑学セミナーのおしらせ

　昭和17年。動物好きの学生・太一はアルマという
名のシェパードを預かることになり、その優秀さの
虜になり、軍犬として育てあげる。そして、アルマ
に軍から招集がかかる。
　太一は自らの判断を悔やみ悩むようになるが…。

今月のおはなし会

2011年／ＮＨＫ／上映時間98分
原作：水野宗徳

出演：勝地涼、仲里依紗、
玉山鉄二、加藤清史郎、他

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646

HPアドレス　 http://libkasuya.jp/

携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事
　及び駐車場利用についてのお知らせ

　集中豪雨による浸水被害の軽減を図るため、粕屋フォ
ーラム駐車場内で雨水調整池の設置工事を行っています。
工事に伴い出入口の変更や工事の作業音発生などご不
便ご迷惑をおかけいたしますが、皆さまのご理解とご協
力をお願いいたします。
＊工事期間中は、粕屋フォーラム駐車場の利用可能台数
が通常の三分の一程度（46台）となります。できるだ
け公共の交通機関をご利用いただきますようお願い
いたします。
 ●工事期間　平成２４年３月１５日まで（予定）

午前の部（10：20～12：00）

『天使にラブソングを…』

　殺人現場を目撃してしまったクラブ歌手のデロリ
スは、ギャングに命をねらわれるはめになる。デロ
リスが身を隠した場所は、お堅い修道院。最初はお
となしく隠れていたが、聖歌隊のリーダーになって
本領を発揮。だが、それにギャングが気づかないわ
けがない。デロリスの無事は…。

1992年／アメリカ／上映時間100分
監督：エミール・アルドリーノ
出演：ウーピー・ゴールドバーグ

マギー・スミス、他

午後の部（14：00～15：40）

11月13日（日）

『あの子を探して』

　中国の農村の小学校の代用教員になった13歳の少
女ウェイは、生徒が誰ひとり学校を辞めなかったら
もらえるという褒賞金を目当てに、授業もそっちの
けでひたすら生徒たちの監視を続けていく。そんな
ある日…。

1999年／中国／上映時間106分
監督：チャン・イーモウ

出演：ウェイ・ミンジ、チャン・ホエクー、
チャン・ジェンダ、カオ・エンマン、他

午前の部（10：20～12：10）

『地下鉄（メトロ）に乗って』

　いつもと同じ会社からの帰り道。地下鉄を降りて
駅の階段を上がると、そこはオリンピック開催に沸
く昭和39年の東京だった。真次に突如訪れた、現実
とも夢とも信じがたいタイムスリップ。真次は恋人
みち子とともに過去へ戻り、そこで若き日の父とそ
の恋人お時に出会う。

2006年／日本／上映時間122分
監督：篠原哲雄

出演： 堤真一、 岡本綾、
 常盤貴子、大沢たかお、他

午後の部（14：00～16：00）
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生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、１級及び２級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ａ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、１級該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する身体障害者手
帳所持者のうち、３級及び４級
該当者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する療育手帳「Ｂ」
所持者

生活保護世帯または、所得税非
課税世帯に属する精神保健福祉
手当所持者のうち、２級及び３
級該当者

《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
希
望
す
る
学
習
支
援
〜

　

今
後
生
涯
学
習
を
進
め
て
い
く

う
え
で
行
政
に
望
む
こ
と
は
、

「
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
初

歩
的
な
内
容
の
学
級
や
講
座
を
増

や
す
」
が
52
％
で
圧
倒
的
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
施
設
の
利
用

時
間
や
曜
日
の
拡
大
、
利
用
状
況

の
情
報
提
供
等
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
す
る
」
は
23
％
、「
質
の

高
い
内
容
の
学
級
や
講
座
を
段
階

的
に
増
や
す
」
は
15
％
、「
生
涯

学
習
の
講
座
や
参
加
方
法
な
ど
の

情
報
を
一
元
化
し
て
得
や
す
く
す

る
」
は
13
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
「
質
の
高
い
内
容
の
学
級
や
講

座
を
段
階
的
に
増
や
す
」
は
、
生

涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度

開
催
の
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
学

校
の
よ
う
な
学
年
進
行
で
き
る
形

式
の
学
習
機
会
を
設
け
る
こ
と
も

考
え
る
べ
き
で
す
。

　

性
別
に
見
る
と
、
女
性
は「
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
初
歩
的

な
内
容
の
学
級
や
講
座
を
増
や

す
」「
公
共
施
設（
公
民
館
）
な
ど

に
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
る
」
な

ど
が
男
性
よ
り
も
要
望
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

〜
施
設
の
利
用
状
況
〜

　
「
か
す
や
ド
ー
ム
」
は
、
65
％

の
人
が「
町
や
区
の
行
事
以
外
で

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
答
え

て
い
て
、
理
由
は「
機
会
が
な
い
」

が
29
％
、「
忙
し
く
て
時
間
が
な

い
」
が
26
％
、「
何
が
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
」
が
18
％
で
す
。

　
「
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
38

％
の
人
が「
利
用
し
て
い
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
30
歳
代

で
は
３
人
に
２
人
、
生
涯
学
習
を

行
っ
て
い
る
人
で
は
２
人
に
１
人

の
割
合
で
利
用
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
」
は
、

20
％
の
人
が「
利
用
し
て
い
る
」

と
答
え
、
性
別
で
は
男
性
が
14

％
、
女
性
が
23
％
で
す
。
生
涯
学

習
を
行
っ
て
い
る
人
の
利
用
率
は

29
％
で
あ
り
、
頻
繁
に
利
用
さ
れ

て
い
る
状
況
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

障
が
い
（
児
）
者
の
福
祉

手
当
を
支
給
し
ま
す

　

粕
屋
町
で
は
、
障
が
い（
児
）
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象（
児
）
者

①
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者
で
、
一
級
か
ら
四

級
ま
で
に
該
当
す
る
方

②
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
療
育
手
帳

所
持
者
で
、「
Ａ
」
ま
た
は「
Ｂ
」

の
判
定
を
受
け
た
方

③
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
、
所
得
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
の
方

●
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

11
月
１
日（
火
）
〜
11
月
30
日（
水
）

ま
で
粕
屋
町
役
場　

介
護
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
で
受
付

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
▼
印
鑑（
認
印
で
可
）

▼
預
金
通
帳（
す
で
に
口
座
を
登
録

さ
れ
て
い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。）

※

平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
粕
屋

町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
別
途
必

要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請

に
来
ら
れ
る
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

種　　　別 金額（円）

福祉手当支給額

１０, ０００

７, ０００

◇手当は１２月末に支給します。

「
第
32
回　

粕
屋
町
人
権
を

 

尊
重
す
る
町
民
の
つ
ど
い
」

の
お
知
ら
せ

　

12
月
４
日
（
日
）
か
ら
10
日
（
土
）

ま
で
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
指
す
「
人
権
週
間
」
で
す
。

粕
屋
町
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
目
指
し
、
人
権
尊
重
の

町
づ
く
り
を
願
っ
て
、
次
の
と
お
り

町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
４
日
（
日
）　

午
後
1

時
30
分
か
ら
（
午
後
３
時
30
分
ご

ろ
終
了
予
定
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

さ
く
ら
ホ
ー
ル　

●
内
容

　

大
会
行
事

▽
1
部

　

町
内
小
中
学
校
児
童
生
徒
に
よ
る

　

学
習
発
表

▽
２
部

　

・
児
童
・
生
徒
優
秀
人
権
作
品
の

　
　

表
彰
と
作
文
朗
読
発
表

　

・
あ
い
さ
つ
運
動
優
秀
作
品
の
表

　
　

彰
と
作
文
朗
読
発
表

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０
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「子犬の譲渡会」開催のおしらせ「子犬の譲渡会」開催のおしらせ
（財）福岡県動物愛護センターにおいて、今年度の「子犬の譲渡会」が下記のとおり開催されます。
譲渡子犬は2～ 3か月齢で、ワクチン接種及び初歩的なしつけがされています。
愛情と責任を持って、終生飼養してくださる方に譲渡を行います。
譲渡を希望される方は、事前に行われる「これから犬を飼う人のための講習会（事前講習会）」への参加が
必須です。

第1回　駕与丁公園リレーマラソン開催!!第1回　駕与丁公園リレーマラソン開催!!

　9月19日（月）、駕与丁公園でリレーマラソン
大会が開催されました。
　台風接近予報もあり、天気が心配されました
が、県内外から93チーム、約780名が参加し、

各チームそれぞれの目標に向かってスタートしました。
　地元からも多数のチームがエントリーし、上位入賞を目指して
頑張りました。
　粕屋南部消防署チーム『め組』が総合6位入賞、また『ドリーム粕
屋RC』のこどもたちが一般部門3位と大健闘。ますます練習に
励まれることでしょう。

講　習　会 子　犬　の　譲　渡　会 

 11月 2日 （水）

 12月 7日 （水）

 2月 1日 （水）

 3月 7日 （水）

 11月 5日 （土）

 12月 10日 （土）

 2月 4日 （土）

 3月 10日 （土）

受付　13：00～ 13：30　　　　

講習　13：30～ 16：00

受付　　　13：00～ 13：30

子犬選び　13：30～ 13：45

講習ほか　13：45～ 16：00

・講習会は、事前の申し込みが必要です。(定員20組）
・参加される際は、時間厳守をお願いします。
・同居家族以外の方の代理受講はできません。
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ドリーム粕屋RCチームの皆さん

●申込み・問合せ
　（財）福岡県動物愛護センター（〒811-3135　古賀市小竹131-2） 
　☎９４４－１２８１　FAX ９４４－１２８２
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養
育
費
の
電
話
相
談

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
、父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

ま
た
は
離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象
に

養
育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

●
連
絡
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の

就
労
支
援

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、町
村
在
住
の

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、父
子
家
庭

の
お
父
さ
ん（
い
ず
れ
も
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
）を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支
援
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
面
談
場
所　

平
日
＝
対
象
者
が
居

住
す
る
役
場　

日
曜
日
＝
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ（
春
日
市
）

●
問
合
せ　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
５
８
４
）３
９
３
１
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第３回子ども会リーダー研修会を行いました。第３回子ども会リーダー研修会を行いました。

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

　各分館子ども会リーダー及び子ども会指導者を
対象に下記の日程で研修を行いました。
●期日　９月２３日（金・祝）
●場所　福岡県立社会教育総合センター
●参加者　子ども会リーダー（小学５・６年生）　
　　　　４３名
　　　　　ジュニア・シニアリーダー（中学生　
　　　　～大学生）１４名
　　　　　子ども会指導者２０名、子育連役員　
　　　　７名の計８４名が参加
●研修内容　レクリェーション・焼き杉（仕上　
げ）・１～３回の研修をとおしてのふりかえり
　第３回研修は、第２回研修時、天候の影響でで
きなかった焼き杉の仕上げ作業と第１回（事前研
修）、第２回（本研修）の研修全体をとおしての「ふ
りかえり」を目的に開催しました。
　６月の研修から久々の再会となった子どもたち
は、最初にジュニアリーダーの指導のもとレクリ
ェーションを楽しみ、次に本研修時に完成させる
ことができなかった焼き杉の仕上げ作業を行いま
した。全回の研修で輪切りにし、焼きを入れた杉
をつなぎ合わせ、班ごとに考えた東日本大震災の
被災者に向けた激励のメッセージを書き込みまし
た。色とりどりの文字で書かれたこのメッセージ

は東北地方の小学校に送る予定です。
　午後からは計３回の研修全体をとおした「ふり
かえり」を行いました。班ごとに①活動を終えて
の感想　②研修でやったことを地域で活かせたか
③中学生になってジュニアリーダーをやってみた
いか　④ジュニアリーダーをやるならどんなこと
がしてみたいか、の４つをテーマに話し合いまし
た。

　焼き杉やレクリェーションが楽しかった、地元
の子ども会でのレクに役に立った、中学生になっ
たら「WAKABA」で活動してみたいなど、たくさ
んの意見が出ました。
　また、子ども会指導者の皆さんは、地域での子
どもたちの指導に活かせるよう、佐道会長の指導
でいろいろなレクリェーションを楽しみながら体
験しました。
　リーダー研修会では計３回の研修のうち、規定
の研修を終えた５年生には修了証、６年生にはジ
ュニアリーダー初級認定証を渡していますが、今
年度の研修では１９名が修了証を、３８名が認定
証を受け取ることができました。修了証を受けら
れた皆さん、中学生になったら「WAKABA」で活
動をしてみませんか。たくさんの皆さんの参加を
お待ちしています。

いままでの研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 仲原小６年　大西伶奈 （花ヶ浦区）　
　私は、いままでの研修にいって思ったことは、第１回研修は、ジュニアリーダーの人たちとレクリェーショ
ンなどをいっしょにできてうれしかったです。
　第２回研修は、５年生のときにいった夜須高原青少年自然の家にいって、楽しかったです。一番楽しかった
のは、焼き杉です。でも丸太をのこぎりできるのはたいへんだったです。こののこぎりはなんでこんなにきれ
ないんだろう。ふるくてさびているのかとも思いました。
　二番目は館内ウォークラリーです。雨がふったので「ひるもりビンゴ」は中止になってざんねんだったけど、
館内ウォークラリーで１位になれたのでうれしかったです。
　第３回研修は、第２回のときの焼き杉の文字入れができなかったので焼き杉の文字入れをしました。
　私がかいた文字は「で」と「応」です。７班で考えた文字は、「東北地方の皆さんを全力で応えんしています」と
いう文字です。文字を書くのは、ちょっとむずかしかったです。でも楽しかったです。
　研修会はたいへんなこともあってちょっといやだったけど、ジュニアリーダーの人といっしょにすごすこと
でリーダーのおてほんになったし、これから子ども会でつかえるレクリェーションもわかって、こんどリモコ
ンオニをクリスマス大会でのゲームの意見にだしてみようと思います。
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敬
老
会
・
運
動
会

文
化
祭
準
備

　
９
月
は
各
支
部
で
行
わ
れ
る
行
事

に
励
み
ま
し
た
。
敬
老
の
日
に
、
各

地
域
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

普
段
か
ら
お
年
寄
り
と
馴
染
み
の
あ

る
団
員
も
な
い
団
員
も
、
地
域
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話

す
機
会
が
持
て
、
と
て
も
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
部
ご
と
に
運
動
会
も
行

わ
れ
、
青
年
団
競
技
を
し
た
り
、
か

き
氷
を
販
売
し
た
り
、
地
域
の
方
々

と
深
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
粕
屋
町
文
化

祭
に
向
け
て
、
本
格
的
に
準
備
、
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
当
日
の
進
行
や
バ
ザ

ー
、
広
報
活
動
な
ど
自
分
た
ち
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
、
協
力
し

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
劇
の
練

習
に
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。
役
者

の
人
は
セ
リ
フ
や
演
技
を
監
督
指
導

の
も
と
、
毎
日
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
、
絵
や
道
具
、
衣
装
係

の
人
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
毎
日
の
練
習
で
団
員
た
ち
の

心
も
一
つ
と
な
り
、
さ
ら
に
粕
屋
町

青
年
団
の
団
結
力
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。

元気なあいさつ　かすやの子！

　「おはようございます。」キラキラした目に「共
に生きる幸せ」を感じます。

　11月５日・６日は粕屋町文化祭です。婦人
会では今年も美味しいバザーで参加します。

　　　　　　うどん　　　250円
　　　　　　カレー　　　300円
　　　　　　かしわご飯　200円

　バザー会場でお待ちしています。

粕屋町文化祭楽しみましょう！

屋外研修会

こんにゃく作りに挑戦
　秋のお彼岸もあけた９月28日、研修会を行いま
した。今回は篠栗町の蒟蒻ギャラリーで手づくり
こんにゃく作りに挑戦しました。
　「こんにゃく（蒟蒻）サトイモ科の多年草。インド
シナ原産・球茎をこんにゃく玉という。（辞林21）」
とあります。このこんにゃく玉（芋）を茹でてすり
つぶしたものに、水を加えて練り、さらに消石灰
を加えて固め１時間ほど茹で上げるとこんにゃく
の出来上がりです。この方法で作ったものは、「芋
こんにゃく」と表記して流通しているそうです。
　さて、私たちは乾燥させて粉にした「こんにゃく
粉」を使って挑戦しました。料理研究家　結城さん
似の木下鶴美さんの楽しい指導で、白い刺身こん
にゃくとひじきの粉を入れてこんにゃく色（？）の
２色のこんにゃくが出来上がりました。手練りの
こんにゃくは、中に細かな気泡が入っていて味が
染み込みやすくとても美味しいこんにゃくでした。
11月の社会福祉協議会主催の「一人暮らし高齢者と
語る会」のお弁当の一品にしましょう。

11月の活動予定
11月15日（火）　あいさつ運動
11月26日（土）　一人暮らし高齢者と語る会
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８
月
25
日（
木
）、
福
岡
リ
ー
セ

ン
ト
ホ
テ
ル
恒
例
の
サ
マ
ー
バ
イ

キ
ン
グ
に
行
き
ま
し
た
。
粕
屋
町

手
話
の
会
恒
例
の
と
て
も
リ
ッ
チ

な
忘
暑
会
で
す
。
ろ
う
あ
者
４

名
・
手
話
の
会
員
12
名
合
わ
せ
て

16
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
い
つ
も

の
教
室
で
の
勉
強
会
と
違
っ
て
と

て
も
楽
し
み
で
し
た
。
結
婚
式
な

ど
で
見
か
け
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ

ォ
ン
デ
ュ
、
目
の
前
で
焼
い
て
く

れ
る
ス
テ
ー
キ
、
お
寿
司
に
お
刺

身
、
フ
ル
ー
ツ
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
か
き
氷
、
ケ
ー
キ
に
コ
ー
ヒ

ー
と
一
流
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら

手
話
で
の
お
し
ゃ
べ
り
も
弾
み
ま

す
。
手
話
で
エ
ビ
、
イ
カ
、
巨
峰

な
ど
私
の
手
話
も
伝
わ
り
、
ろ
う

あ
者
の
人
た
ち
の
手
話
も
読
み
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
と
て
も
楽
し

く
、
お
腹
も
満
腹
で
す
。
そ
の
後
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
始
ま
り
と
て
も

楽
し
い
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
手
話
の
会　

小
西
鶴
子

No.130

「
ろ
う
あ
者
と
交
流
会
」

　

社
会
福
祉
法
人「
糟
屋
中
部
会
」

の
創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
９
月

11
日（
日
）、
ク
リ
エ
イ
ト
篠
栗
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
ぱ
ー
る

会
は
感
謝

状
を
頂
き

ま
し
た
。

「
三
つ
葉

の
里
」
の

仲
間
の
作

業
の
お
手

伝
い
に
行

く
よ
う
に

な
っ
て
十

数
年
経
ち

「
感
謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。」

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ま
す
。
月
一
度
の
訪
問
で
す
が
私

た
ち
自
身
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
各
町

の
福
祉
関
係
の
皆
さ
ん
が
来
賓
と

し
て
出
席
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
二
部
で
は
福
津
市
の

「
カ
メ
リ
ア
吹
奏
楽
団
」
の
み
な

さ
ん
の
演
奏
が
あ
り
、最
後
に「
三

つ
葉
の
里
」「
ゆ
う
あ
い
三
つ
葉
」

「
こ
も
れ
び
」
の
仲
間
た
ち
の
大

合
唱
が
あ
り
ま
し
た
。
元
気
に
一

生
懸
命
歌
っ
て
い
る
様
子
を
見
て

い
る
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

青
木
理
事
長
さ
ん
の
ご
挨
拶
の

な
か
に「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中

で
暮
ら
し
続
け
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
関
わ
り
続
け
る
た
め
、
そ
の
思

い
を
大
切
に
笑
顔
で
元
気
に
地
域

の
一
員
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
お
気
持
ち
に
添
え

る
よ
う
に
さ
さ
や
か
な
お
手
伝
い

で
す
が
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
感
謝
状
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
　
　
　

ぱ
ー
る
会　

長　

柾
子

　

９
月
の
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
は
社

協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
研

修
の
補
助
を
受
け
て
作
業
療
法
士

の「
徳
重
義
和
氏
」
に
お
願
い
し

て
障
が
い
者
の
方
と
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
た
。
椅
子
か
ら
立
ち
上
が

る
時
に
杖
を
前
に
出
し
、
お
辞
儀

を
す
る
よ
う
に
し
て
立
ち
上
が
る

と
楽
に
で
き
、
ま
た
指
が
硬
直
し

て
い
る
方
は
親
指
を
伸
ば
す
と
自

然
に
４
本
の
指
が
開
く
事
、
麻
痺

の
方
の
寝
返
り
の
仕
方
や
杖
の
長

さ
な
ど
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
力
を
入
れ
て
立
ち
上

が
り
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
し
た

が
目
か
ら
鱗
の
心
境
で
、
ま
た
新

「
９
月
ニ
ュ
ー
は
げ
み
会
」

●
日
時　

11
月
19
日（
土
）　

午
前

10
時
〜
正
午

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
広

間
Ａ
Ｂ

●
講
師　

日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ー

チ
協
会
理
事
長　

冨
岡
郁
雄
氏

●
内
容　
「
自
分
も
相
手
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
気
持
ち
や
意
見

を
表
現
す
る
参
加
型
講
座
」

　

参
加
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ま

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
せ

　

か
す
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー　

☎（
９
３
８
）
８
８
３
５

「
私
も
あ
な
た
も
大
切
に
す
る
。

す
て
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
講
座
の
お
し
ら
せ

し
い
気
持
ち
で
皆
さ
ま
の
手
助
け

が
で
き
れ
ば
と
研
修
の
成
果
を
実

感
し
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
１

日
で
し
た
。
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
色
の
会
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平成23年度 《第1回》

献血のお知らせ

28日
粕屋町

（役場庁舎裏）
健康センター

10：00

3：30
〜

400㎖献血にご協力願います

献血は健康診断にも役立ちます
　会場では採血前に、血圧測定・血液比重・血液型検査を行
い、献血された血液は、さらなる検査を行い結果を希望者に
直接お知らせしますので、健康管理や病気の早期発見にお役
立てください。

　◎献血者本人確認が平成16年10月から全国
で実施されるようになり、献血受付の際に、
ご自身を証明できるものの提示が必要となり
ました。（確認済みの方は必要ありません） ● 400㎖献血

男性は17歳以上64歳以下、女性は18歳以上64歳以下で
体重が50kg以上あり、前回の400㎖献血から男性は12週
間以上、女性は16週間以上経過した人。
　※　ただし、60歳になってから献血をされたことがある人は、
　　　69歳まで献血ができます。

　昨年11月28日から今年11月27日までの１年間に男性
1,200㎖、女性800㎖の献血にご協力いただいた方につ
いては、間隔が空いていてもご協力いただけません。

〈１年間に献血できる血液量〉

男性1,200㎖ 女性 800㎖

輸血用血液の安全を確保するため、下記の事項に該当する
場合は献血をご遠慮していただくことがあります。

●　現在治療中の方
●　３日以内に抜歯・歯石除去をされた方
●　今までに輸血や臓器の移植を受けたことがある方
●　現在妊娠中、授乳中又は６か月以内に出産・流産をされた方
●　Ｂ型Ｃ型ウイルス肝炎といわれたことがある方
●　エイズ検査が目的の方
●　海外旅行帰国後４週間以内の方

【留意事項】
  ◎  高血圧・高脂血症・花粉症などの薬（１種類）を服用されていても献血可能となりました。
  ◎  1980～1996年に英国に通算1か月（31日）以上滞在されたことのある方は献血を
  　  ご遠慮していただいています。

※その他、医師が総合的に判断し献血をご遠慮していただく場合があります。

※献血手帳をお持ちの方は、当日お持ちください。また、当日は食事を必ずとり、飲酒はしないでください。

献血は…あなたにできるボランティア 
・ ・ ・ ・ ・ ・

積極的なご参加をお願いします

〔主催〕　粕屋町献血推進協議会
　　　  粕屋町社会福祉協議会

赤十字血液センター
☎ 921－1400（代）

午前

午後

11月
（月）

初めての方は提示してください

本人確認ができる物
　運転免許証・パスポート・健康保険証 など
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９ 

月 

の 

行 

事

■
９
月
定
例
理
事
会

　

９
月
６
日（
火
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

・ 

演
芸
大
会
に
つ
い
て
検
討
打
ち

合
わ
せ（
出
演
者
名
簿
の
提
出

に
つ
い
て
）

・ 

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日
に
つ

い
て（
実
施
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て
）

・ 

傷
害
保
険
に
つ
い
て　

全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
扱
い
と
シ
ル

バ
ー
団
体
傷
害
安
心
プ
ラ
ン

（
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）扱
い
が
あ
る
。

・ 

元
気
袋
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で
避

難
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に

（
タ
オ
ル
・
石
鹸
・
ハ
ン
カ
チ
・

筆
記
具
・
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）

５
品
１
組
ず
つ
袋
に
入
れ
て
、
粕

屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
被

災
地
へ
送
る「
き
も
ち
の
元
気
袋
」

が
１
１
０
袋
集
ま
り
ま
し
た
。
会 粕屋町老人クラブ連合会で

企画されたコーナーです。

員
各
位
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
元
気
袋
の
現
物

は
、
理
事
会
終
了
後
、
品
物
別
に

整
理
の
う
え
保
管
し
て
い
ま
す
。

■
同
和
・
人
権
問
題
啓
発
講
演
会

　

９
月
10
日（
土
）
午
後
１
時

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

医
療
法
人
聖
粒
会　

熊
本
慈
恵

病
院　

田
尻
由
貴
子
看
護
部
長
の

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
か
ら

見
え
て
く
る
こ
と
」
の
講
演
は
感

慨
深
く
聴
講
い
た
し
ま
し
た
。

参
加　

４
役
、
原
、
秋
永
、
滝

本
会
長
、
百
済
、
宮
本
、
田
中

副
部
長

■
全
国
一
斉
老
人
ク
ラ
ブ
「
社
会

　

奉
仕
の
日
」

　

９
月
20
日（
火
）
を
中
心
に
単
位

ク
ラ
ブ
ご
と
に
日
時
を
決
め
て
、

町
内
の
神
社
・
公
園
・
子
ど
も
広

場
・
公
民
館
な
ど
の
、
草
取
り
・

花
植
え
・
清
掃
な
ど
の
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
高
齢
者
安
全
運
転
競
技
大
会　

　
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ー
マ
ン
セ
ー
フ
テ
ィ

　

・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
）

　

博
多
の
森
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク

　

ー
ル

参
加　

中
村
、
山
野
、
田
中
、

山
口
女
性
部
長

　

初
め
て
の
競
技
会
参
加
に
慣
れ

な
い
中
、
全
員
頑
張
り
ま
し
た
が
、

入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
回
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

■
郡
老
ク
連
「
か
す
や
を
学
ぶ　

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

　

９
月
28
日（
水
）
午
前
10
時
〜
正

　

午　

宇
美
町

宇
美
町
中
央
公
民
館
〜
七
夕
池

古
墳
往
復

参
加　

４
役
、
江
頭
、
秋
永
会

長
、
有
江
、
中
村
、
山
田（
女

性
部
長
）　

各
町
老
ク
連
よ
り

の
参
加
者　

約
70
名

　

少
し
暑
い
な
か
緑
道
を
歩
き
、

光
正
寺
古
墳
か
ら
七
夕
池
古
墳
ま

で
、
担
当
者
か
ら
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

古
墳
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

粕 屋 農 業 ま つ り粕 屋 農 業 ま つ り

●主な催し物
○11月26日（土）
　福岡魁誠高校ブラスバンド演奏、食育コンサート、
　学童農園稲作体験発表、地産地消バーガーの販売
○11月27日（日）
　園児和太鼓演奏、地産地消ぶた汁無料配布、よさこい演舞、
　キャラクターショー、福引大会
○両日開催
　歌謡ショー、県産牛乳の無料配布、地元でとれた野菜・果物・卵・花・
　農産加工品ほかの販売、緊急車両展示（警察・消防）、バザー

ＪＡ粕屋本所
（粕屋町大字大隈１２２９）

第27回

テーマ『がんばろう日本!!　食と農と元気な粕屋』
　　― やっぱりJA粕屋でよかった ̶

●問合せ　ＪＡ粕屋農業指導課☎９３８ー２５４４、企画課☎９３８ー２５１１

日 時

会 場

11月26日（土）
　　９：３０～

27日（日）
　　１０：００～

いずれも、午後３時ごろまで

11月 1日（火） 11月定例理事会　午前10時　粕屋町福祉センター
11月 18日（金） 郡老ク連の第２回「健康ウォーキング」
  今回は粕屋町老ク連の当番で、駕与丁池１週のコースで行います。
  当日の天候が良好でありますように。
11月 6日（日）～7日（月）　女性部長視察旅行

11
月
の
行
事
予
定
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.92

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町

商
品
券

【
建
築
・
工
業
関
連
対
象
券
】

　

お
買
物
券
は
完
売
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
粕
屋
町
商
工
会
で
販

売
し
て
い
る
住
宅
関
連
工
事
券

（
工
事
券
）
は
大
変
お
得
で
す
の

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
こ
の

工
事
券
は
加
盟
店
で
施
工
、
施
術

す
る
自
己
所
有
の
物
件
に
対
す
る

工
事
な
ど
で
、
新
築
、
増
改
築
な

ど
工
事
全
般
及
び
自
動
車
修
理
な

ど
を
対
象
と
し
て
お
り
、
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
の
購
入
で
も
施
工
を

伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り

ま
す
。（※

町
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
制
度
な
ど
と
同
一
工
事
に
対

し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）

　

な
お
、
工
事
券
の
購
入
手
続
は

ご
依
頼
の
加
盟
店
に
限
り
代
行
で

き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
用
命
く

だ
さ
い
。

　

加
盟
店
の
情
報
は
粕
屋
町
商
工

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

御
利
用
く
だ
さ
い
！

御
利
用
く
だ
さ
い
！

●
販
売
価
格　

10
万
円
で
額
面
11

万
円
で
す
。

●
購
入
限
度
額　

今
年
度
内
に
１

世
帯
当
た
り
50
万
円
ま
で
。

●
使
用
期
間　

　

平
成
24
年
１
月
31
日(

火)

※
こ
の
記
事
は
９
月
末
現
在
の
状

況
で
す
の
で
万
一
完
売
の
場
合

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

粕
屋
管
内
商
工
会

広
域
連
携
講
習
会

そ
の
４「
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

財
務
会
計
セ
ミ
ナ
ー
」

〜
自
社
の
現
状
把
握
と
銀
行

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
〜

　

会
社（
店
舗
）
を
経
営
し
て
い

く
う
え
で
、
必
須
と
な
る
財
務
諸

表（
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
）

の
基
本
的
な
見
方
と
会
計
用
語
を

理
解
し
て
、
自
社
の
経
営
状
況
の

把
握
の
仕
方
を
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。
特
に
２
日
目
は
自
社

の
財
務
諸
表
を
実
際
に
見
な
が
ら
、

銀
行
が
見
る
財
務
諸
表
の
勘
所
を

把
握
し
、
併
せ
て
、
銀
行
と
の
上

手
な
お
付
き
合
い
の
方
法
も
学
び

ま
す
。

●
日
時

　

11
月
８
日（
火
）・
16
日（
水
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時

●
会
場　

粕
屋
町
商
工
会
２
階
会

　

議
室

●
対
象　

財
務
会
計
を
理
解
し
た

い
、
銀
行
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
を
学
び
た
い
経
営
者
、
若

手
後
継
者
の
方

●
受
講
料

　

商
工
会
会
員　
　

３
千
円

　

一
般
・
非
会
員　

６
千
円

粕
屋
町
商
工
活
性
化
事
業

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
「
粕
屋
町
商
工
活
性
化
委
員
会

あ
す
な
ろ
」
で
は
、
町
内
の
若
手

後
継
者
に
よ
る
活
性
化
事
業
報
告

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

11
月
15
日（
火
）

　

午
後
６
時 

受
付
〜

　

午
後
６
時
30
分 

開
会

●
テ
ー
マ　
「
私
が
思
う
粕
屋
町

　

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
」

●
報
告
者

　
　

光
酒
造
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

光
安
修
作
氏

　
　

食
事
処　

笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

梶
島
貴
典
氏

●
会
場

　

粕
屋
町
商
工
会
２
階
大
会
議
室

●
参
加
費　

無
料

※

当
日
は
焼
酎
の
試
飲
と
商
品
の

販
売
も
い
た
し
ま
す
。
試
飲
を
さ

れ
る
方
は
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

第
十
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会

ス
ケ
ッ
チ
展
審
査
結
果
発
表

　

町
内
４
校
の
小
学
生（
５
〜
６

年
生
）
を
対
象
に「
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
」
を
題
材
に
し
た
ス
ケ

ッ
チ
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
審
査
会
が
開
か

れ
、
40
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、

左
記
の
と
お
り
入
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。（
敬
称
略
・
氏
名
は
作

品
記
載
ど
お
り
）

５
年
生
の
部

　

金
賞　

吉
開
寧
（々
仲
原
小
）

　

銀
賞　

原
口
美
悠（
大
川
小
）

　

銅
賞　

田
中
彩
友
実（
仲
原
小
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

６
年
生
の
部

　

金
賞　

藤
根
り
か（
大
川
小
）

　

銀
賞　

伊
藤
結
菜（
大
川
小
）

　

銅
賞　

福
井
理
晏（
大
川
小
）

　

ほ
か
佳
作
５
名

　

入
賞
者
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

経
営
な
ん
で
も
相
談
日

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
16
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

予
約
は
粕
屋
町
商
工
会
ま
で
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　粕屋町では、「子どもをいつくしみ育む輪を広げよう」「町民一人一人が子どもについて考える日にしよう」という目的で、
11月の第２土曜日を「かすや子どもの日」に制定しています。
　「かすや子どもの日　わ っしょいフェスタ」も、今年で４回目を迎えます。行政、ボランティア（わっしょいネットワーク）、
子育て応援団、高校生など、地域で子育てにかかわっている有志の方々と協力して、連携を図りながら、手作りの子ども祭
りを行います。

●問合せ　粕屋町子ども未来課　☎９３８ー０２１４（注）内容が変更になることがあります。

＊スローガン＊

子どもの未来はかすやの未来、大人も子どもも元気になろう

日　時　11月12日（土）　午前11時～午後３時（予定）
場　所　サンレイクかすや
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粕屋町

小・中学生小・中学生小・中学生小・中学生軽スポーツ大会軽スポーツ大会
十
一
月　

二
十
七
日　
（
日
）

日直
●
●
●
●

●
●
●
●

平
成
23
年
度
第
１
回

「
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い
」

　

介
護
福
祉
課
で
は
、
介
護
し
て
い

る
方
が
心
身
と
も
に
健
康
で
在
宅
介

護
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
者
間
の
交

流
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
的
に「
介

護
者
交
流
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
お
口
の
ケ
ア
に
つ
い
て

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
先
生
か

ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日

頃
の
お
口
の
ケ
ア
に
役
立
つ
情
報
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

1１月２５日（金）
1３:００～
　　　1５:００

次回予定
H２４年２月中旬

「口腔ケアのお話」
さとう歯科・矯正歯科
　院長　佐藤　桂一

健康講話、茶話会など

●場所　健康センター１階
●申込みは、11月18日までに介護福祉課
　☎938-0229へご連絡ください。

日　時 内　容

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
は
、
長
者
原
中
区
、
長
者
原

下
区
の
交
換
対
象
お
宅
の
メ
ー
タ
ー

器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
合
せ　

直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課 

☎(

９
３
８)

０

　

２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ

申込書を役場社会教育課に提出してください。（ＦＡＸ可）
申込書は社会教育課にあります。
役場ホームページからもダウンロードできます。
所定の申込用紙以外で申込む場合は、
チーム名、代表者の氏名・住所・電話番号、
参加者の氏名・学年・性別 を明記してください。
　　※電話での申込みはできません。

粕屋町内の小学1年生以上、中学3年生までであれば、
誰でも参加できます。チームのメンバー構成は自由
です。
　
①スカットボール １チーム2人～ 5人
 (小学１年生～中学３年生)　
②キンボール １チーム4人～ 6人
 (小学４年生～中学３年生)　
③公式わなげ 個人戦
 (チーム制ではありません)
 (小学１年生～小学３年生)　
☆動きやすい服装で、室内用運動ぐつを持ってきて
　ください。

申込期間
11月1日(火)～
11月17日
（木）

第
２
回

参加資格
日　時

申込方法

11月 27日 （日）

主催：粕屋町教育委員会
主管：粕屋町体育指導委員・粕屋町子ども会育成会連絡協議会

問合せ：粕屋町教育委員会社会教育課
　　　　☎ 938-1410　FAX 938-5601

９：００ 受付　 ９：３０ 開会式
(12時終了予定)

場　所

種　目

かすやドーム
メインアリーナ

◎スカットボール
◎キンボール
◎公式わなげ
　　ルールは当日説明するよ！！
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よ

ひ

は
は

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
）

を
書
い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月

１
日
ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
、
直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り

１
点
の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０

〔
俳
句
〕

満
月
や
芭
蕉
残
せ
し
西
海
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

居
酒
屋
の
巻
き
上
げ
ら
れ
し
秋
の
れ

ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

憧
れ
の
八
十
路
の
今
や
敬
老
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

悪
徳
の
拠
り
ど
こ
ろ
な
く
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

霊
場
の
大
樹
が
放
つ
蟬
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

縄
張
り
を
ま
わ
る
猫
の
目
秋
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

烏
瓜
艶
や
か
古
希
の
同
期
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

炎
天
下
童
地
蔵
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

滴
り
や
鍾
乳
洞
の
闇
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

と
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
残
す
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

幼
子
の
み
よ
う
み
ま
ね
の
墓
ま
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

今
朝
の
秋
卓
に
白
磁
を
広
げ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

天
高
く
鳴
子
両
手
に
孫
は
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

人
憩
ふ
と
ん
ぼ
う
憩
ふ
我
が
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

落
萩
や
前
に
進
む
を
た
め
ら
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
悦
子

悲
し
み
を
包
ん
で
く
れ
る
今
日
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

門
灯
を
消
し
て
ふ
た
た
び
月
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

無
人
駅
道
に
は
み
出
す
乱
れ
萩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
河
内
ヒ
サ
ノ

理
髪
屋
の
主
人
の
白
髪
秋
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
た
つ
や

夕
焼
け
や
空
焼
き
つ
く
す
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ

老
い
て
子
に
従
う
日
々
や
秋
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

雑
草
の
中
に
寛
ぐ
ち
ち
ろ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

ベ
ビ
ー
カ
ー
行
く
手
飛
び
交
う
赤
と

ん
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

ス
ケ
ッ
チ
や
結
構
は
や
き
秋
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

燈
明
を
灯
し
亡
母
に
問
い
か
く
黄
泉

の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

盆
法
要
叔
母
の
姿
に
母
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
藤
　
和
義

〔
川
柳
〕

一
言
の
深
さ
で
笹
の
舟
に
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

会
見
が
続
く
疑
惑
を
深
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
大
恵

深
夜
を
待
ち
詫
び
て
向
日
葵
の
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
﨑
　
瑞
竹

七
五
三
孫
の
祝
儀
何
人
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
円
　
真
生

国
宝
に
し
ん
み
り
見
入
る
日
本
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

盾
突
く
を
し
ん
み
り
諭
す
ま
あ
座
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
本
　
章
志

嫁
ぐ
娘
の
幼
い
写
真
し
ん
み
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

盃
が
し
ん
み
り
過
去
を
洗
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

し
ん
み
り
の
筈
が
華
や
ぐ
一
周
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

被
災
地
に
完
全
雇
用
何
よ
り
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

付
き
添
も
完
全
看
護
息
を
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

買
っ
て
か
ら
大
巾
値
下
げ
し
た
テ
レ

ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

省
略
語
増
え
て
昭
和
が
遠
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

慣
れ
た
わ
よ
メ
シ
フ
ロ
寝
る
の
省
略

語
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

挨
拶
は
省
略
で
き
ぬ
大
事
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

ぬ
け
ぬ
け
と
見
え
見
え
の
嘘
つ
き
通

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

〔
短
歌
〕

裏
庭
に
今
年
も
咲
き
し
菊
の
花
に
お

い
優
し
く
心
も
な
ご
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

夕
さ
れ
ば
こ
の
も
か
の
も
に
虫
の
声

夏
の
終
り
が
早
足
に
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

黄
緑
に
熟
し
た
も
み
じ
銀
杏
葉
の
菜

の
花
に
し
も
通
よ
う
色
味
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

（広告）
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妊
産
婦
・
乳
児（
１
歳
未
満
）

歯
科
検
診
・
指
導
相
談

●
対
象　

糟
屋
地
区
在
住
ま
た
は
糟

屋
地
区
の
産
婦
人
科
に
通
院
さ
れ

て
い
る
妊
産
婦
さ
ん
と
１
歳
未
満

の
乳
児

●
場
所　

粕
屋
歯
科
医
師
会
所
属
の

協
力
歯
科
医
院（
協
力
医
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
い
ま
す
）

●
費
用　

無
料

●
詳
細　

母
子
健
康
手
帳
発
行
時
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す「
妊
産
婦
・

乳
児（
１
歳
未
満
）
歯
科
検
診
・
指

導
相
談
ご
案
内
」
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

　

粕
屋
歯
科
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://

w
w
w.

k
a
s
u
ya-

d
a.

　

o
rg/

●
問
合
せ　

粕
屋
歯
科
医
師
会

　

☎（
７
１
２
）１
７
６
４ 

（
月
曜
日

〜
金
曜
日
＝
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
30
分
、
土
曜
日
＝
午
前
９

時
〜
正
午
、※

日
曜
日
・
祝
日
は

休
み
）

福
岡
地
域
合
同
就
職
面
接
会

〜
中
高
年
齢
者
〜

●
日
時　

11
月
25
日(

金) 　

午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎

８
０
３
会
議
室（
福
岡
市
博
多
区

吉
塚
本
町
13―

50
）

●
対
象
者　

中
高
年
求
職
者
な
ど

　
（
事
前
ま
た
は
当
日
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
の
登
録
が
必
要
）

●
参
加
企
業　

20
社（
予
定
）

●
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
岡
東

（
職
業
相
談
部
門
）　

☎（
６
７
２
）

　

８
６
０
９　

部
門
コ
ー
ド
41
♯　

ほ
か
に
、
福
岡
中
央
・
福
岡
南
・

福
岡
西
で
も
可

精
神
家
族
講
演
会

　

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
心

の
病
を
も
つ
方
を
支
え
る
家
族
の
方

に
対
し
、
病
気
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、
地
域
で
の
取
組
や
サ
ー
ビ
ス

を
知
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

12
月
８
日(

木) 　

午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
保
健
福
祉
事
務
所

　
（
粕
屋
町
大
字
戸
原
２
３
５
ー
７
）

●
内
容

▽
講
演「
Ａ
Ｃ
Ｔ（
地
域
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
）の
活
動
」

　

講
師
：
日
本
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
会
作
業
療
法
士

▽
講
演「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
」

　

講
師
：
福
岡
県
司
法
書
士
会
司

法
書
士

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
み　

事
前
に
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。☎（
９
３
９
）１
１
８
５

　

定
員
50
名
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

※

駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
よ
り
徒
歩
10
分
、

Ｊ
Ｒ
伊
賀
駅
よ
り
徒
歩
５
分
）

暴
力
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
警
察
、
弁
護

士
会
、
暴
追
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
民

暴
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
て
、

面
接
、
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
26
日(
土) 　

午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ

ン
タ
ー（
福
岡
市
役
所
２
階
）

●
相
談
電
話
番
号

　

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

※

ほ
か
に
、
筑
豊
・
北
九
州
・
筑
後

の
各
地
区
で
も
実
施

●
問
合
せ　

福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー　

　

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

働
く
人
の
な
ん
で
も

労
働
相
談

●
日
時　

11
月
12
日（
土
）　

午
前
10

時
〜
午
後
７
時

●
会
場　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
会
議

室
●
対
象　

労
働
者
及
び
使
用
者

●
相
談
対
応
者　

特
別
労
働
相
談
員

（
弁
護
士
）、
民
間
相
談
員
、
福
岡

県
福
祉
労
働
部
職
員

●
そ
の
他　

相
談
料
無
料
、
予
約
不

要
、
秘
密
厳
守

●
問
合
せ　

福
岡
県
福
岡
労
働
者
支

援
事
務
所  

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

第
63
回
人
権
週
間

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

　

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
の
一
週

間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

福
岡
法
務
局
及
び
福
岡
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
県
内
一
斉
無

料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近
所
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
一
人
で
悩
ま

ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
３
日(

土) 　

午
前
９

時
〜
午
後
５
時

●
相
談
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０（
４
０
５
）２
７
９

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

労
働
保
険

　

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
月
間
」
で
す
。

　

労
働
者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
を
と
ら
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
者
の
方

が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
所
轄
の

労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定

所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加
入
の
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

福
岡
労
働
局
労
働
保
険

　

徴
収
課　

☎（
４
３
４
）９
８
３
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp://

fu
ku
o
ka-

ro
u
d
o
u

　

kyo
ku.

js
ite.

m
h
lw.

g
o.

jp/
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平
成
23
年
度
粕
屋
町
緊
急

経
済
対
策
事
業
住
宅
改
修

工
事（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）

補
助
金
制
度
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
及
び
町
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
町
民
が
町
内
の
施
工
業
者
に
よ

っ
て
住
宅
の
改
修
工
事
を
行
う
場
合

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
の
対
象

　

以
下
の
４
項
目
す
べ
て
に
該
当
す

る
こ
と
。

（
１
）
粕
屋
町
民
で
あ
る
こ
と

（
２
）
住
宅
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
当

該
住
宅
に
現
に
居
住
し
て
い
る

こ
と

（
３
）
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

（
４
）
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
こ
と

●
補
助
対
象
と
な
る
改
修
工
事

　

町
内
の
施
工
業
者
が
請
負
う
工
事

で
、
工
事
費
が
10
万
円
以
上（
消
費

税
を
除
く
。）
の
も
の
で
、
補
助
金
の

交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、

工
事
代
金
を
支
払
っ
た
改
修
工
事
で

す
。

●
工
事
の
内
容

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
…
手
す

粕
屋
町
役
場
の
人
事

◎
昇
格
・
異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属

で
す
。

　

10
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た
。

■
総
務
部

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

▽
主
査　

岡
野
哲
枝（
収
納
課
主
査
）

■
住
民
福
祉
部

【
子
ど
も
未
来
課
】

▽
課
長　

安
河
内　

渉（
子
ど
も
未

来
課
長
兼
仲
原
保
育
所
園
長
）

▽
仲
原
保
育
所
園
長　

山
口
優
子

　
（
仲
原
保
育
所
副
園
長
）

【
介
護
福
祉
課
】

▽
主
任
主
事　

白
久
喬
史
郎（
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
課
主
任
主
事
）

【
総
合
窓
口
課
】

▽
主
事　

山
口
廣
樹（
経
営
政
策
課

主
事
）

放
送
大
学
24
年
４
月

入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国
が

つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
幅
広

い
分
野
の
科
目
を
１
科
目
か
ら
自
宅

の
テ
レ
ビ
な
ど
で
学
べ
ま
す
。
15
歳

以
上（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）
で

あ
れ
ば
無
試
験
で
入
学
で
き
、
学
士

（
教
養
）の
学
位
が
と
れ
ま
す
。
入
学

の
チ
ャ
ン
ス
は
年
２
回（
４
月
と
10

月
）
で
す
。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間　

11
月
15
日(

火)

〜

　

平
成
24
年
２
月
29
日(

水)

●
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎（
４
７
３
）１
３
６
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
７
３
）１
３
６
２

※

入
学
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

り
の
設
置
、
段
差
解
消
工
事
、
滑

り
止
め
工
事　

な
ど

②
省
エ
ネ
化
改
修
工
事
…
壁
、
床
、

天
井
な
ど
へ
の
断
熱
材
の
設
置
工

事
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
工
事　

な
ど

③
耐
震
工
事
…
基
礎
部
分
補
強
工
事
、

筋
か
い
、
構
造
用
合
板
に
よ
る
補

強
工
事　

な
ど

④
耐
久
性
能
改
修
工
事
…
屋
根
の
ふ

き
替
え
、
屋
根
及
び
外
壁
の
塗
装

工
事
、
壁
、
床
及
び
天
井
の
改
修
、

玄
関
な
ど
出
入
口
の
改
修
工
事　

な
ど（
浴
槽
、
便
器
及
び
キ
ッ
チ

ン
の
取
替
工
事
は
除
く
。）

●
補
助
金
の
額

　

住
宅
改
修
工
事
に
要
し
た
工
事
費

（
消
費
税
を
除
く
。）
の
10
分
の
1
に

相
当
す
る
金
額（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）
で
、
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
他
の
住
宅
改
修
補
助
金（
助

成
金
）
を
受
け
た
場
合
は
、
本
補
助

の
対
象
と
な
る
工
事
金
額
が
10
万
円

以
上（
消
費
税
を
除
く
。）
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
同
一
住
宅
に

対
し
1
回
で
す
。

　

補
助
金
の
額
は
各
年
度
の
予
算
の

範
囲
内
で
、
こ
の
制
度
は
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
で
効
力
を
失
い
ま
す
。

●
補
助
申
請
の
受
付

　

平
成
23
年
度
予
算
枠（
３
０
０
万

円
）
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
時
点

で
受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

粕
屋
町
地
域
振
興
課

　

☎（
９
３
８
）
０
１
９
４

◎
退
職

　

10
月
12
日
付
け
で
、
次
の
方
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

▽
安
藤
梨
緒（
総
合
窓
口
課
主
事
補
）

（広告）
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御
　

礼

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
隈
区

大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

大　
　

隈

山
田　

高
司

山
田　

國
高

92

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

倉
富
美
代
子

倉
富　

継
広

74

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

三
つ
葉
の
里

ゆ
う
あ
い
三
つ
葉

粕
屋
町
知
的
障
害
児（
者
）
親
の
会

若　
　

宮

松
永　

政
國

松
永　
　

直

29

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　
　

辻

因　
　

久
雄

因　
　

俊
子

83

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ

江　
　

辻

因　
　

祐
二

因　
　

郁
夫

79

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

石
原
由
美
子

石
原　

紀
彦

71

９
月
１
日
〜
９
月
30
日
（
敬
称
略
）

11月の税金
固定資産税　　　第３期
国民健康保険税　第７期

納め忘れていませんか
町・県民税　　　第３期
国民健康保険税　第６期

10月の
税　金

23　年

前年対比

63

＋10

　0

±0

83

＋11

355

＋18

　2

＋2

450

＋15

8月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

8月中 8月中 8月中

負傷者数死者数区分

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

9月末現在

42,891

42,491

41,747

21,162

21,060

20,732

21,729

21,431

21,015

17,235

17,008

16,684

年
末
調
整
説
明
会
開
催

　

平
成
23
年
分
源
泉
所
得
税
の
年
末

調
整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

●
対
象
者　

粕
屋
町
内
の
源
泉
徴
収

義
務
者

●
日
時　

11
月
17
日(

木) 　

午
後
２

時
〜
午
後
４
時

●
会
場　

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

（
須
恵
町
上
須
恵
１
１
８
０
ー
１
）

●
持
っ
て
く
る
も
の

　

年
末
調
整
関
係
資
料

●
注
意
事
項

・
駐
車
場
が
手
狭
で
す
の
で
、
バ
ス
・

Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　

れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

「
高
齢
者
の
障
害
者
控
除
」

制
度
の
お
知
ら
せ

　

所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
時
に

お
け
る
障
害
者
控
除
は
、
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
が
対
象
で

す
が
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
は
、
粕
屋
町
が

交
付
す
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り「
障

害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

①
…
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
で
、

介
護
保
険
の
介
護
認
定
を
受
け
、

心
身
の
状
態
が
障
害
者
に
準
じ
る

方
②
…
①
の
方
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

＊
既
に
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
又
は
本
人
及
び
扶

養
者
が
非
課
税
の
方
は
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
交
付
を
受
け
た
認
定
書
は
、
障
害

事
由
の
変
更
が
な
い
限
り
複
数
年

使
用
で
き
ま
す
。

●「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」
の
申

請
は
、
粕
屋
町
役
場
介
護
福
祉
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
認
定
書
の
交
付

は
、
判
定
の
た
め
一
週
間
前
後
か
か

り
ま
す
。
申
請
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

＊
判
定
の
結
果
、
障
害
者
に
準
じ
な

い
場
合
は
認
定
で
き
ま
せ
ん
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
・
町
県
民
税
の「
障
害
者

　

控
除
」
の
適
用
を
受
け
る
手
続
き

　
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の

交
付
を
受
け
た
方
は
、
申
告（
確
定

申
告
や
年
末
調
整
な
ど
）
す
る
際
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り「
障
害
者
控
除
」

と
し
て
所
得
か
ら
一
定
の
金
額
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

＊
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
問
合
せ

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者
支
援

　

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９

・
こ
の
日
時
に
ご
都
合
が
悪
い
場
合

は
、
ほ
か
の
日
時
・
会
場
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

香
椎
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　

☎（
６
６
１
）
１
０
３
１

　

内
線
４
１
３
・
４
１
５
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

11月の行事予定表11月の行事予定表

12月上旬の行事予定表12月上旬の行事予定表

婦人がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 英語で遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 落ち葉・どんぐり拾い（予約制）

第39回粕屋町文化祭 9:00～17:00 サンレイクかすや 
     
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 制作（フォトフレーム作り）
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成23年1月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 おもちゃ作り
かすや子どもの日・○わっしょいフェスタ 11:00～15:00 サンレイクかすや
歩け歩け運動大会 9:00～　　　 駕与丁公園 サンレイクかすや南側広場集合
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成21年7月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズム遊び
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成23年7月生まれの児
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 和太鼓披露・手作りおもちゃ
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 陶芸教室（20組）
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年10月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 13:00～13:50 健康センター 平成22年4月生まれの児
子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 10・11月生まれ誕生日会、身体測定
第2回小・中学生軽スポーツ大会  9:30～　　　 かすやドーム 
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 季節の製作（クリスマスとお正月）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年7月生まれの児

子育て支援イベント 10:30～11:30 大川保育園 風邪予防の講習（変更の可能性あり）
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年11月生まれの児
総合がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
人権を尊重する町民のつどい 13:30～　　　 サンレイクかすや 
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
がん検診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）

1　(火)

4　(金)

7　(月)
 8　(火)

11　(金)
12　(土)
13　(日)

14　(月)

17　(木)

18　(金)

25　(金)
27　(日)

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱ 

2　(水)

9　(水)

10　(木)

15　(火)

16　(水)

24　(木)

30　(水)

5　(土)

～ 　 　

6　(日)

2　(金)

4　(日)

5　(月)

6　(火)

7　(水)


